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「じぇしかぁ……どこぉ……っ」

　静かな森の中に、幼い少女の悲しげな声が反響する。

　少女――トリシア・ラトリッジはその小さな腕にくまのぬいぐるみを強く抱き締め、大きな瞳に涙を溢れさせながら、ジェシカ――侍女の名前を呼ぶ。

　だが人通りのない森の中だ。当然返事はなく、少女はどうしたらいいかわからず、また、孤独感から瞳から新たな涙を零した。

　先ほどまでトリシアは、ジェシカと一緒に庭で散歩をしていたはずだった。だが、つい、ひらひらと空を飛ぶ青い蝶に目を奪われ、その姿を追っているうちに迷子になってしまったのだ。

　気付けば、周囲は先ほどまで広がっていた緑豊かな庭ではなく、木々が立ち並ぶ森の中だった。

　トリシアはこの国の現国王の三女――すなわち、第三王女という立場にあり、ひとりで行動することは許されていない。必ず侍女と護衛を付けて、限られた敷地内のみが、幼いトリシアの行動範囲だった。

　そんなトリシアに、今いるこの森が城のどこに当たるのかなどわかるはずがない。

「ひっく……じぇしかぁあ……」

　侍女の名前をもう一度、大きな声で呼ぶ。

　だが、はぐれた場所から相当距離が離れているのか、誰かがトリシアを迎えに来てくれる気配もなければ、声もしなかった。

「おとうさま……おかあさまぁ……」

　ぐすん、と鼻を啜りながら、父と母を呼ぶ。

　迷ったのなら、むやみやたらに動き回るのではなく、その場で留まっていた方がいい。だが、まだトリシアにはそのことがわからず、見知った誰かを求めて、小さな足を懸命に前へと動かした。

　侍女たちの手によってぴかぴかに磨かれていたはずの靴は、土に汚れてしまっている。ドレスも、先ほど転んだ所為で泥まみれだ。

「テオにいさまぁ……フェリシアおねえさまっ……ルーシアおねえさまぁ……っ」

　掠れた声で今度は兄と姉たちの名前を呼ぶけれど、反応はない。

　ぼろぼろと大粒の涙を零しながら、トリシアはその場に蹲うずくまった。

　落ちた雫が、ドレスと抱き締めたぬいぐるみを濡らす。

　――このまま誰にも見つけてもらえないのだろうか。

　――もう、家族には、会えないのだろうか。

　幼い彼女の脳裏には不安がいくつも浮かぶ。そしてその不安は大きくなる一方で、消えることはない。

　か細い泣き声がその場に空しく響き、くまのぬいぐるみに新たな雫が落ちる。言いようのない、暗い感情で圧し潰されそうになったときだった。

「……誰かいるのか？」

　かさりと近くの草むらが揺れ、木の間からひとりの少年が顔を覗かせた。

　銀色の髪が、木々の間から入り込む日の光できらきらと光っている。彼が身に付けているのは、普段トリシアたちを護衛してくれている騎士たちと同じ制服だ。

　少年はトリシアの姿を見て、瞳を瞬時に見開く。そして慌てた様子で掛け寄ってきた。

「どうなさいましたか、トリシア様」

　呼ばれた名前に安心して、トリシアの瞳に新たな涙が浮かんでくる。

「じぇし、じぇしかとお散歩してたの……そしたら、ひっく……ちょうちょが、いて……追っかけたら、ここにいて……ここどこか、わかんな……」

「迷われたのか……」

　たどたどしく、トリシアは自身が迷子になったことを伝える。ぽつりと少年が呟いた言葉に、こくこくとトリシアは頷いた。

　ジェシカとはぐれて迷子になったのは、自業自得だ。悪いのが自分だと言うことは、少女自身が一番わかっていた。

　新たな涙が溢れてくる。けれどそれは不安ではなく、安心の涙だった。溢れ出した涙は一向に止まらず、トリシアはぬいぐるみを抱き締め、そこに顔を埋める。

「……」

　俯いたトリシアは気付かなかったが、彼女を見つめる少年の目は、困惑に変わっていた。何せ彼には姉はいるけれども、妹はいない。幼い少女を慰める方法など、知らなかったのだ。

　困惑した少年の脳裏に浮かんだのは、今の少女と同じころ、泣きじゃくっていたときに母から抱き締めてもらった記憶だった。

「……トリシア様、失礼致します」

「え？」

　少年の声が降ってくる。トリシアが顔を上げようとしたら、ふわりと体がぬくもりに包まれた。

「昔、母がこうして抱き締めてくれたのです。心臓の音を聞くと、落ち着くからと」

　優しい声がトリシアの耳を擽る。後頭部をそっと撫でてくれる手のひらの温かさ。

「大丈夫ですよ。必ずあなたを、侍女の元へ送り届けます」

「……っう、ん」

　トリシアが涙声ながら頷くと、少年は僅かに微笑んだような気がした。

　間近に感じる汗のにおいに、不快感はない。

　それどころか、ほのかな彼の体臭と混じり合ったそのにおいは、トリシアを落ち着かせてくれた。同時に、少しだけ心がどきどきしてくる。

　――どれだけの間、彼に抱き締めてもらっていたのだろう。

「落ち着かれましたか？」

　しばらくして問いかけられた言葉にぎこちなく頷くと、彼のぬくもりはそっと離れていった。

　至近距離で、彼と目が合う。灰色交じりの柔らかい青目がトリシアを見つめていた。

　僅かに濡れた目尻を、少年が親指の腹で拭う。

「どこの庭を散歩していたか、覚えていらっしゃいますか」

「えっと……あ！　真っ赤なばらのお花が咲いていて、いつもフェリシアおねえさまとルーシアおねえさまと、お茶をするお庭、です」

　トリシアは先ほどまで散歩していた庭に、赤い薔薇の花が咲いていたことを思い出し、それを少年に伝える。そしてその場所は、トリシアが姉ふたりとよくお茶会をするときに使う庭でもあった。

　少年は少し考え込むと、ああ、と納得したような顔をする。

　そしてトリシアに、そっと手のひらを差し出した。

「また迷ったらいけませんので、お手を預けて頂いても宜しいでしょうか」

　ぱちぱちと瞳を瞬かせ、トリシアはゆっくりと彼の手を取った。

　彼はそっとトリシアの手を握ると、彼女の足に合わせながら迷いのない足取りで木々の間を抜けていく。

　トリシアは彼の背中をじっと見つめながら、その後を付いていった。繋がれた手の温もりに、安堵感が増していく。

　見慣れない風景が明けていき、視界に見知った建物が見えてきて、真っ赤な薔薇の花が視界に入ってくる。そして、聞き慣れた声が耳に届いてきた。

　トリシアがいたときは穏やかだった空気は、緊張感を孕んだ、物騒なものへと変わっている。

「……あ、あたしが、目を離したから、トリシア様は……トリシア、様……ッ」

　人に囲まれた少女が震える声でトリシアの名前を呼んでいる。あれは、ジェシカだ。

　彼女の姿を見たら、トリシアの引っ込んでいた涙が一気に蘇ってきた。

「じぇ、じぇしかぁ……っ」

　できるだけ声を上げて名前を呼ぶと、俯いていたジェシカが一気に顔を上げる。

　そしてトリシアを見て、目を見開いた。

　そばかすだらけの頬が涙で濡れている。そこに新しい涙が落ちるまでに、そう時間は掛からなかった。

　ジェシカが駆け寄ってきて、トリシアを勢いよく抱き締める。

「ご無事でよか……っ！　申し訳、ありませ、ん……トリシア様……っ」

「ちが……じぇしかは悪くない、もん……わたしが、ちょうちょを追っかけた、から……ごめ、なさい……ひっく……」

　例えトリシアが悪いのだとしても、責められるのはトリシアではなくジェシカだ。それがわかっていたから、トリシアは首を何度も振って、ジェシカは悪くないと繰り返す。

　困惑と騒めきの中、その空気を落ち着かせたのは、トリシアがいなくなったと聞いて駆けつけてくれた長兄・テオドアだった。

　そしてテオドアはその場が落ち着くと、トリシアをここまで連れてきてくれた騎士の少年に話があると彼を連れていこうとしたのだ。

「っにいさま、や……！」

　少年が何か罰を受けるのではないかと思ったトリシアは、少年を行かすまいと手を引き、兄の行動を食い止めようとした。

　彼は迷子になったトリシアを偶然とは言え見つけて、ここまで連れてきてくれたのだ。恩人と思うことはあれど、悪いようにされる謂れはない。

　普段は大人しい妹の行動に、テオドアはぽかんとした顔をする。そしてその意図に気付き、破顔した。

「トリシア、俺はサイラスに罰を与えるから連れていくわけじゃない」

　くしゃりとテオドアがトリシアの頭を撫でた。

　言葉の真意が掴めず、また、兄の口から出た「サイラス」という名前も気になって、トリシアは兄をじっと見つめる。

「……ほんとうに？」

　問いかけると、兄は、ああと頷いた。

「俺がトリシアに嘘を吐いたことがある？」

　ふるふると首を横に振ったら、テオドアはふっと優しく笑った。

「いい子だ。……さて、いい子のトリシアは、このままの格好だと良くないことはわかるな」

「は、い」

　頷いたら、テオドアはまたトリシアの頭をひと撫でした。

　そして、周囲の侍女や騎士たちに指示をしていく。

「――トリシア様」

　名前を呼ばれて、弾かれたようにトリシアは頭を上げる。

　そして、まだ彼の手を握っていたことに気付いて、慌てて放した。

　視線を落としたら、ひどく汚れてしまったドレスが目に入る。

　急に恥ずかしくなってきて、ぎゅっとぬいぐるみを抱き締めながら、トリシアは口を開いた。

「こ、こまで連れてきてくれて、あり、がとう、えーと……」

「サイラス・ラザフォードと申します」

　――サイラス、さま……

　彼の口から教えてもらった名前を、そっと心の中で呟く。

「サイラスさまは……えっと……」

　意を決して名前を呼んでみたけれど、続く言葉が音にならなかった。

　騎士の隊服を着ていると言うことは、騎士なのだろうか。

　兄とは、知り合いなのだろうか。

　――また、会ってくれるだろうか。

　トリシアの頭に様々な疑問が浮かんだが、なぜだかとても胸が苦しくて、どの問いかけも言葉にすることができなかった。

　トリシアがまごついている間、サイラスは何も言わずにただ、トリシアの言葉を待ってくれていた。そのため、ふたりの間には再び沈黙が広がった。

　そこへ、使用人たちに指示を出し終えたテオドアの声が響く。

「サイラス」

「はっ」

　ひと声、名前を呼んだだけなのに、兄の声はよく通る。トリシアの耳にも兄の声はよく聞こえた。

　テオドアはトリシアの頭を撫で、妹の横を通り過ぎていく。

　そしてサイラスもまた、その後ろを追うべく、トリシアに一礼した。

「トリシア様、自分も失礼致します」

「っあ」

　口よりも先に動いたのは体の方だった。

　咄嗟に伸びたトリシアの手が、サイラスの上着の裾を引っ張る。

　突然服を引かれたサイラスは驚いただろう。だが、彼は振り返った表情に驚きを浮かべつつも、優しい目でトリシアを見つめていた。

　妹の雰囲気に何かを悟ったのか、テオドアは「先に行っているぞ」と護衛とともに行ってしまった。

　兄の背中を思わず目で追っていると、近くで衣擦れの音が耳に入る。

　視線をそちらに向けると、サイラスがトリシアの前に膝を突いていた。

「えっと……あの……」

「はい」

　彼を引き留めたのは咄嗟の行動だった。だから何と言っていいのかわからず、また、慣れない行動をしたという恥ずかしさからか、言葉が詰まる。

　くまのぬいぐるみを抱いて、顔を隠しながらトリシアは辛うじて聞き取れるぐらいの小さな声で、声を絞り出した。

「……あなたと……また……会える……？」

　どうしてかはわからない。けれど、彼にまた会いたかった。

　今度はきちんとした姿で、彼とお喋りがしたい。幼心に、そんなふうに思ったのだ。

　サイラスがはっと息を呑んだような気配がした。

　トリシアはぎゅっと目を瞑って、より強くぬいぐるみを抱き締める。

「――トリシア様」

　呼ばれた名前に、びくりと肩が跳ねる。恐る恐る目を開けてサイラスを見つめると、彼は少しだけ恥ずかしそうに頬を赤らめて、少年らしいあどけない微笑みを浮かべて、トリシアを見つめていた。

「もちろんです。トリシア様とお約束するなんて恐れ多いですが、またお目通りが叶えば嬉しいです」

　サイラスの返事に、トリシアの心が浮き足立つ。

　とくんとくん、とトリシアの心臓が小さく跳ねた。喜びに、彼女の頬が笑みの形を作る。そしてその頬は熱を帯びて、ひどく熱かった。

　それが、幼いトリシアの初恋だった。
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　トリシアの口からひとつ、悩ましげなため息が零れた。

　身支度を整え、朝日が差し込んでくる自室の窓辺に立つ。ぼんやりと外を眺めながら、トリシアは今日見た夢を思い出していた。

　幼いころ、トリシアは蝶を追いかけて庭で迷子になったことがある。そしてそれはトリシアの初恋の相手である、サイラスと初めて出逢ったときの記憶でもあった。

　あれから既に十年以上の歳月が過ぎているのに、あの日のことはトリシアの脳裏に鮮明に焼き付いていて、今もこうして時折、夢に見るのだ。

　当時は心細く、怖い思いもしたが、トリシアにとってこの夢は嫌なものではなく、寧ろ夢を見た朝はいつでも、幸せな気持ちで目覚めることができた。何故なら生まれて初めて恋というものを知った瞬間の胸の高鳴りを、何度となく追体験できるのだから。

　しかし、いつもなら幸福を感じるはずの夢は、今日に限っては幸せを運んでくれるものではなかったのだ。トリシアは喜びとは程遠い、どんよりと沈んだ気持ちで目覚め、それを今も引きずっていた。

　意識の片隅に、幼い日のサイラスの笑顔が浮かぶ。幸せな記憶だからこそ、この夢はトリシアを余計に苦しめていた。

　彼女が深々とため息をついたそのとき、扉を叩く音と聞き慣れた侍女の声が耳に入った。返事をすると扉が静かに開かれ、侍女が顔を覗かせる。

「トリシア様、朝食の準備が整いました」

「……ありがとう。今、行きます」

　いつも通りを心がけて、トリシアは返事をする。けれど返事が一拍遅れてしまったのも、足取りが重いのも、どうにもならなかった。

　いつもならば何でもない朝食の時間が、今は憂鬱で、怖い。

　本当は、行きたくない。だが向かわざるを得ないのは、昨日父である国王から、明日――すなわち、今日の朝食で大事な話があるので、必ず全員席に着くようにと通達があったからだ。

　そしてその大事な話の内容を、トリシアは何となく察していた。何せ半年ほど前から、噂話には聞いていたのだから。

　――こんな日だから、あの方と会ったときの夢を見たのかしら……

　だとしたら、神様は随分と残酷だ。初恋が破れることが決まった日に、恋をした日の夢を見させるのだから。

　ずきんと、胸が痛む。押し殺していた気持ちの蓋が開きそうになって、慌てて押し込める。

　恐らく父の大事な話とは、サイラス・ラザフォードに王女を降嫁させるという件が固まったという話なのだ。候補として挙がっているのは第三王女トリシアと、トリシアの姉で第二王女のルーシアだ。

　けれどきっと、自分が選ばれることはない。

　トリシアは前で組んだ指先を、ぎゅっと強く握り締めた。







　――サイラスに未婚の王女のどちらかを降嫁させる、という話が浮上していることをトリシアが知ったのは、半年ほど前のことになる。

　彼が王家へ示してきた忠義への褒美という名目だ。

　王家からのこうした褒美は珍しいことではなく、特に目立った功績を上げた忠臣を対象として、定期的に行われている。

　与えられる褒美はその時々により異なり、土地であったり金品であったりもしたが、そうした褒美の中でも、王家との繋がりをより深くすることができる《王女の降嫁》は最も貴重な褒美だった。

　この貴重な褒美の贈呈が他でもないサイラスに決定したのは、彼の忠義と功績の他、彼の身分が関係していた。

　彼の生家であるラザフォード侯爵家は、代々この国に仕えてきた名家である。忠誠を誓い、その誓いを破られたことは、未だかつてない。

　サイラスの父・現ラザフォード侯爵と現国王であるトリシアの父は旧友で、ふたりはかつて騎士団の同期として共に剣の修業に打ち込み、それ以来の仲だった

　国王が騎士団に名を連ねた理由は単純で、「王家に生まれた男は一定期間、騎士団に所属し剣の腕を磨く」というきまりが王家にはあるからだ。

　現国王の嫡男でありトリシアの兄でもあるテオドアもまた、騎士団に所属している。

　トリシアの父が騎士団を去ったあともサイラスの父は騎士団に所属し、多くの武功を上げたが、彼は実家の侯爵家を継ぐため騎士団を去った。

　しかし騎士団でも一・二を争う剣の使い手として、次期騎士団長との呼び声も高かった彼の退団を惜しむ声は多く、その後しばらくの間は、指導者として騎士団の鍛錬に立ち合っていたらしい。

　トリシアも幼い頃に何度か城の中庭で行われていた騎士団の鍛錬を眺めながら、父とサイラスの父が和やかに談笑している姿を目撃したことがある。

　親同士のそんな関係もあり、ラザフォード侯爵家に生まれたサイラスは、年が近いトリシアの兄・王太子テオドアとは幼馴染みとして育った。

　だが、彼はけして「王太子の幼馴染み」という立場を利用することはせず、騎士団への入団試験はもちろん、入団後の昇格試験においても、純粋に己の力のみに頼り、勝負をしてきた。

　そして今では、騎士団の中でも重責であり狭き門である、王太子テオドアの近衛騎士のひとりに若くして選ばれ、務めている。

　サイラスに王女を降嫁させるという話は、王家とラザフォード侯爵家との繋がりをより強固なものにしようという、サイラスの父、ラザフォード侯爵の画策が関係しているのではないか、という不満が王宮内外で囁かれていたが、国王はそれを否定するどころか、「有能な忠臣と血縁を結ぶことは、国の繁栄に繋がるだろう？」と、笑って聞き流していた。

　確かにこの婚姻には政略結婚としての意味合いもあったが、どちらかと言えばそれは、国王の側の画策であったようだ。




　第一王女のフェリシアはすでに隣国に嫁いでいるため、降嫁候補として挙げられたのは、第三王女のトリシア、そしてトリシアの姉である第二王女・ルーシアだった。

　――彼の元へ行くのが、自分であれば良いのに。

　初めて話を耳にしたとき、トリシアは思わず、そう考えてしまった。

　政略的なものであったとしても、好きな人の元に嫁ぐことができれば、それほど嬉しいことはない。

　けれど同時に、わかってもいた。自身は恐らく選ばれることはないだろう、と。

　何故ならサイラスにはエミリーという姉がおり、彼女はトリシアの姉・第二王女であるルーシアの侍女として城勤めをしていた。

　そうした縁から、時折城内でサイラスとエミリー、そしてルーシアの三人で仲睦まじく話している姿が目撃されていたのだ。

　加えて、ルーシアは王女としての教養よりも人を治療すること――すなわち、医師としての勉強の方に力を入れ、そしてその素質が高かった。そのため彼女は医師が詰める医務局でその手腕を発揮しており、騎士団との交流も深い。

　ルーシアは現在二十二歳。この国の結婚適齢期を少し過ぎていると言っても、二十五歳のサイラスとは年齢的にもちょうどいい。医療の心得があり、騎士団の内情もそれなりに知っている。しかもサイラスの姉であるエミリーはルーシアの侍女を長年勤めている。

　それらのこともあって、サイラスの相手はルーシアだろうという憶測がまことしやかに城内を飛び交い、トリシアもまた、その見方に同意見だった。

　自分が入り込む隙など、どこにもないのだと。




　父と母、兄夫婦に第二王女ルーシアと第三王女トリシア。隣国に嫁いだ第一王女フェリシアを除いた、家族揃っての朝食は、つつがなく終わった。

　最中、どのタイミングで話を切り出されるかわからず、ずっと緊張したままでいたので、トリシアは朝食の味を正直よく覚えていない。

　そして息を吐き出して、一瞬気を抜いたとき。

「皆、聞いてもらいたい」

　と、父の静かな声が食堂に響いた。

　兄夫婦の話し声、食器の触れ合う音、衣擦れの音。響いていた音が止む。

　そして父は母と顔を見合わせて頷き合うと、トリシアの方を見つめ、口を開いた。

「トリシア」

「っは、はい、何でしょうか、お父様」

　いきなり名指しで呼ばれて、トリシアは慌てる。

「お前の結婚相手が決まった」

「え……」

　父から告げられた予想外の言葉に、トリシアは一瞬固まる。だがすぐに気を取り直して、声を絞り出した。

「お相手は、どなたですか」

　声が震えていないことだけを祈りながら、父の返事を待つ。

　そして再び落とされた爆弾に、トリシアはその言葉の意味を理解するのに、少しの時間を要した。

「テオドアの近衛騎士、サイラス・ラザフォードだ」

「……え？」

　反応が返せたのは、たっぷり間が空いたあとだった。

　結婚相手が決まったという話に、その相手が自分ではないと思っていたサイラスだったということ。矢継ぎ早に予想外の言葉を投げ掛けられ、トリシアの頭は混乱でいっぱいだった。

　思わず目を見開いたトリシアに、並び座った父と母が柔らかく微笑みかけてくる。

「お前ももう十九歳だ。嫁に行くにはちょうど良い歳頃だろう」

「おめでとう、トリシア」

「トリシア、おめでとうございます」

　兄夫婦からも、穏やかな祝いの言葉が贈られる。

　だが、トリシアの頭の中には、どうして、という疑問を消せないでいた。

　嬉しいのは確かなのだ。例え「政略結婚」だとしても、願って止まない好きな人の妻になるという夢を叶えられるのだから。

　――サイラス様と結婚するのは、ルーシアお姉様では、ないの？

　噂話の主役はサイラスとトリシアではなく、サイラスと姉、ルーシアだったはずだ。そうでなくとも、トリシアは自分よりも姉の方が騎士の妻に相応しいこともわかっていた。

「トリシア」

　名前を呼ばれて、トリシアの肩がびくりと揺れる。

　横を向いたら、後ろで括ったブロンドヘアを揺らして、ルーシアが屈託のない笑みを浮かべていた。

「おめでとう」

　ずきりと、どうしてか胸が苦しかった。

「トリシア」

「っは、い……」

「サイラスの元に、行ってくれるな」

　父の問いかけにすぐにでも「はい」と返事をしたかった。なのに、声が出ない。

　テーブルクロスの下で、膝の上に握り締めた手のひらがドレスを強く掴む。




　トリシアができたのは、父のその言葉に小さく頷くことだけだった。










第二章











　精巧な模様の施された真っ白いドレスにベール。

　耳元に光る装飾品は母から贈られたものだ。きらりと、銀色が輝く。

　トリシアの胸元に揺れるペンダントは婚約期間中にサイラスから贈られたもので、中央には彼女の瞳と同じ碧色が輝いていた。

「お綺麗です、トリシア様」

「ええ、とても」

　侍女たちが、鏡越しにトリシアを見て呟く。

　その頬は紅潮していて、仕えている王女の大切な瞬間に立ち会えて幸せだと、表情からして伝えていた。

「……ありがとう」

　僅かに笑みを浮かべてみせるけれど、トリシアの表情は喜び、というにはほど遠いものだった。

　父からサイラスとの結婚の話を聞かされてから今日の結婚式の日まで、それなりに時間はあったはずなのに彼女の心はずっと、複雑な想いで揺れていた。




　幼少時は兄のように思っていたから、サイラスに会いたいときは自分から躊躇なく会いに行っていた。けれど恋心を自覚してからは、彼を見つめるだけで精一杯で、気持ちを伝えるどころか、会いに行くことからも疎遠になっていた。

　トリシアのそうした葛藤のせいで、トリシアとサイラスの婚約が成立したとき、ふたりの間の交流はほとんどなくなっていた。

　それでもけして、サイラスに近付く妙齢の令嬢に危機感を感じたり、嫉妬心を持ったりしなかったわけではない。他の令嬢たちが彼にアピールしているのを見かけるたび、それを邪魔したい衝動に駆られていた。

　彼女たちからサイラスを奪うことなど、トリシアにとっては造作も無いことだった。トリシアはサイラスが忠誠を誓う王家の娘であり、サイラスの幼馴染の妹なのだから。

　サイラスを取り囲む令嬢たちの輪に割って入り、彼女たちに見せつけるようにサイラスの手を取れば良いだけのことだ。王女であるトリシアに、何か言える者はいない。

　けれどそれを実行に移すことはできなかった。快活な姉たちとは反対に、内気で大人しく、引っ込み思案なトリシアにそんな大胆な行動ができるはずがなかった。

　何より、彼が誰かと恋仲になることを邪魔する権利など、トリシアにはない。

　そしてそんなことを考えてしまう自分を、嫌悪した。

　――今更一体、どんな顔をして会えばよいのだろう。

　――彼はこの結婚をどう思っているのだろう。

　そんな不安に襲われ、婚約が決まったばかりの頃は、サイラスを直視することもできず、ただただ俯いてばかりいた。だが、何度か顔を合わせ、共通の思い出話を語り合ううち、トリシアは幼いころのように打ち解けた笑顔をサイラスに向けることができるようになっていた。

　そしてサイラスもまた、幼いころのように柔らかい笑みを浮かべ、それでいて幼い少女ではなく、ひとりの女性としてトリシアに接してくれた。

　サイラスはトリシアへの贈り物を欠かさず、会うときはいつも紳士的で優しかった。エスコートは完璧で、王女であるトリシアを立てながらも、彼女が困っているときには手を差し伸べてくれる。彼は理想的な婚約者そのものだった。

　けれどトリシアが抱えていた、最も大きな不安……本当に自分でいいのかと、その問いをサイラス自身に尋ねることはできなかった。

　その一方で、彼と結婚できる喜びを噛みしめる。

　すっきりしない気持ちを抱えながら、トリシアは今日という結婚式の日を迎えていた。




　支度を終え、新郎の待つ会場へ向かう。

　ぴかぴかに磨かれた廊下に静かな足音が響く。

　ふと、視線を横に向けると、大きな窓に自分の姿が映っていた。

　ベールに覆われて、はっきりと表情は見えない。だが、その雰囲気は幸せな花嫁とは到底言えないもので、そしてその心中はトリシア自身が一番わかっていた。

　荘厳な鐘の音が、数度鳴り響く。

　扉が開いて、トリシアは奏でられる音楽を耳にしながら、中央をゆっくりと進んでいく。

　手に持ったブーケをぎゅっと強く握り締めて、震える手を誤魔化す。

　真っ直ぐに前を見ると、ベール越しにサイラスの姿が見えた。

　近衛騎士の正装である、真っ白い衣装。改まった場でしか見ることができないその姿は格好良く、トリシアは思わずはっと息を呑んだ。

　よく見れば髪も撫でつけてあって、端整な顔立ちがいつも以上によくわかる。

　優しく、甘い笑みを浮かべて、サイラスはトリシアを見つめていた。

　ときん、と思わず心臓が跳ねる。

　最後の一歩を踏み出して彼の隣に並ぶと、神父の声が静かに響いた。

　誓約書に、震える手で持ったペンでサインをして、何度も練習した誓いの言葉を口にする。

　そして、このあとに何が待っているのかを思い出して、トリシアの頬が紅潮した。

　サイラスと向かい合うと、彼の手が伸びてきて、ベールをめくる。

　薄い幕越しだった彼の顔がはっきりと見え、慈しむような光をたたえた瞳がトリシアを優しく見つめていた。

　僅かに目を見開いたトリシアに、サイラスが微笑む。

　はっと我に返って瞼を伏せると、直後にそっとくちびる同士が重なった。

　柔らかくて温かい熱が一瞬だけ触れて、そして離れていく。

　鐘の音が響き、神父が新しい夫婦が誕生したことを知らせる祝詞を話しているけれど、トリシアの耳にその言葉は入ってこない。

「サイラス様……？」

　小さな声で名前を呼ぶ。

　サイラスの手が震えるトリシアの手を包み込むように触れてくる。

　動揺して彼を見上げると、その瞳の色にトリシアの心臓がどきりと高鳴った。動揺で、頭の中が混乱する。

　サイラスから向けられた瞳は、まるで愛おしいものを見るかのように甘やかな色をしていた。
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　結婚式を終えたその夜。

　トリシアは着慣れない、透け感のある白色のネグリジェを身に付けて、初めて足を踏み入れた夫婦の寝室にいた。

　ラザフォード侯爵邸ではなくサイラスが自分で購入した屋敷で、今日からここがトリシアの家になる。

　調度品は豪奢過ぎず、しかしこだわり抜かれて置かれたものだということがよくわかるものばかりだ。今トリシアが腰を下ろしているベッドもふかふかで、寝心地がいいだろうことは容易に想像できた。

　誰もいない室内に、ほんのりと灯った明かり。

　揃えた膝の上で手のひらを握り締めながら、トリシアはサイラスがやってくるのを待つ。

　その表情は、結婚式の前に浮かべていた不安やそう言った気持ちよりも、緊張の色が濃い。

　夫婦になると言うことは、今夜がトリシアとサイラスの《初夜》になる。

　どきん、どきん、と、心臓の音が先ほどから大きく高鳴っている。

　結婚した夫婦がその夜に迎える《初夜》のことはもちろん、淑女教育の一環として学んでいた。そして、嫁ぐ前にも大事なことだと、話をされている。

　それだけでなく、貴族の子女が集まる茶会などを催すと、そこから世間話や恋愛の話だけではなく、夜の営みの話にひっそりと発展することもあった。

　初めては痛くて苦しいのだと、そんな話をしたのは一体誰だっただろうか。

　結局、淑女教育の先生からも、侍女のジェシカからも、茶会で顔を合わせた貴族の妻たちからも、「サイラス様に身を任せれば良いのです」としか言われなかった。

　だからこそ、テキストとして与えられた指南書の内容を思い出そうとするけれど、そこに書かれていた男女が交わったイラストが何より先に思い浮かんで、トリシアは顔が熱くなるのを感じた。

　今から、あのテキストに載っていたようなことを、自分たちもする。

　ぎゅっと目を瞑ると、より鮮明に思い出してしまう。頭を左右に振って、どぎまぎとしていたら、廊下へ繋がる扉が不意に二度、叩かれた。

「っはい！」

　びくりとトリシアが肩を震わせながら返事をしたら、そっと扉が開かれ入ってきたのは、シャツとスラックスというラフな格好をした、この部屋のもうひとりの主、サイラスだった。

　彼が着ているシャツの胸元はボタンがいくつか外されていて、僅かに見え隠れする逞しい胸板に、トリシアはどきどきしてしまう。

　前髪も日中の式のようにしっかりと固められておらず、乱雑に掻き上げたように後ろに撫でつけられている。

　近付いてきたサイラスが、トリシアの隣に腰掛ける。

　じっと彼の行動を見つめていたら、そっと伸びてきた指先がトリシアの頬を滑った。

「一日お疲れさま。疲れただろう？」

「っい、いえ……っ！　大丈夫、です……！」

　疲れていなかったと言えば嘘になる。だがそれは、サイラスも同じはずだ。――否、彼の方が疲れを感じている可能性の方が遙かに高かった。

　トリシアが勢いよく首を横に振ったら、サイラスは驚いたように目を瞬かせる。そして柔らかな笑みを浮かべた。

「無理はしないように。疲れていたら言ってください」

「……はい」

　頷いたら、直後に顔が近付いてきて、額に温かいものが触れた。

　ちゅ、とリップ音を立てて離れていったそれが彼のくちびるだと気付いたのは一拍経ったあとだった。

「さ、さ、サイラス、さま……?!」

　突然のキスに体温が上昇していく。頬が熱くて、きっと今のトリシアは真っ赤な顔をしているだろう。

　動揺で思わず名前を呼んだら、サイラスの表情に浮かんだ笑みが深まった。

「これからは、トリシアと呼んでも構いませんか」

　こくりと頷く。

「トリシア」

　敬称を付けずに名前を呼ばれる。

　それだけで、トリシアの心臓は飛び出してきそうなほどに大きく跳ねた。

　初夜のことばかりを考えていて困惑と緊張でいっぱいだった胸の中に、喜びや嬉しさ――前向きな感情が湧き上がってくる。

「ふ、不束な妻ではありますが、どうぞ、宜しくお願い致します」

　後れ毛を耳に掛けながら、トリシアは声を絞り出す。

　笑みを浮かべるサイラスの表情がどこか婀娜っぽくて、思わず視線を逸らした。

　心臓の鼓動は落ち着くどころか激しくなるばかりで、顔から熱が引いてくれない。

「……熟れた林檎みたいに顔を真っ赤にして……本当にあなたは可愛い」

　そう指摘されて、もう十分赤い顔に尚更熱が集まる。

　――婚約してから、サイラスは時折甘い言葉をさらりと吐くようになった。

　耐久性のないトリシアはたまらず、毎回顔を赤くしてしまう。

　姉たちならば、強気な態度で手玉に取ったり、尻に敷いたりして、うまくかわせるのかもしれない。けれど元来大人しい性格のトリシアがサイラスを相手に、そんな態度を取れるはずもなく、つい俯いてしまう。

　だが、その前に顎を掬い取られ、気付いたら整った美しい顔が近付いてきていた。

　はっと息を呑んだトリシアのくちびるに、温かいものが重なる。

　驚いて固まっていると、緊張を解すかのように、何度もくちびるを啄まれた。

「……ん……ん」

　伸びてきた片腕に、腰を抱かれる。

　自然に伸びたトリシアの手が、サイラスの胸元に触れた。そこから彼の熱が伝わってくる。

　くちびるを何度も繰り返し重ねられ、トリシアは次第に心地良さを感じ始めた。

「――トリシア、舌を出してください」

　くちびるが離れて、サイラスが低い声で囁いてくる。

　おずおずと言われるがままに従って舌を出したら、彼の舌が絡み付いてきた。

　唾液が交わる水音が、静かな部屋の中に響く。

「は……んんっ」

　サイラスの赤い舌と、自分のそれが絡まる。その光景があまりに淫靡で、思わずトリシアは目を瞑った。

　――こんなキス、は、知らない。

　トリシアの知る口付けは、くちびる同士を触れさせるものか、もしくは親愛の証として頬や、手の甲に落とされるものだ。

　苦しくて気持ちよくて、こんな荒々しいものは、知らなかった。

　くちびるが触れて、舌同士が触れ合う。背中に恐ろしさとは違う、ぞくりとした震えが走った。

「ん……ぁ……」

　くちびるから温もりが離れていく。名残惜しさがトリシアの胸に浮かんだ。

　ぼうっとサイラスを見つめていたら、彼が自身のくちびるを舐め取る姿が映って、どきりとした。色っぽくて、目が離せない。お腹の奥が、ずくりと疼いた気がした。

　手を引かれて、トリシアの体がふかふかのベッドに乗り上げる。そして、手を取られて彼女の体はベッドへ縫いつけられた。

　のしかかってくるサイラスの瞳と、視線が合う。

「できるだけ、優しくします」

「……は、い」

　頷いたら、再びキスが降ってきた。

　啄むように触れられ、うっとりしていたら、くちびるの間から彼の舌が入り込んでくる。びくりと、トリシアの肩が揺れた。

「ぁ……ん、ふ、ぁ……」

　反射的に舌を引っ込めたけれど、いとも簡単に捕らえられ、絡め取られる。

　キスに翻弄されていたら、しゅるり、と衣擦れの音がした。次いで、胸元に冷気を感じる。

　リップ音を立ててくちびるから熱が離れていき、ゆっくりと下に降りていった。

　胸元に涼しさを感じたのは、サイラスがネグリジェの胸元のリボンを解いたからで、露わになった首筋に彼の口付けが落ちる。

　下着ごとネグリジェをずらされて、普段は隠されている豊満な胸部が露わになった。

　は、と、サイラスが息を呑んだ気配がした。

「っや……」

　サイラスの眼前に胸部をさらけ出しているということに気付いて、トリシアは胸元を隠すように身を捩った。

　華奢な体躯に不釣り合いなほどに育ってしまった胸は、トリシアのコンプレックスだ。侍女たちは羨ましいと言うけれど、みっともない気がして、彼女は自分の体が好きではなかった。

　思わずトリシアは逃げ出そうと身じろぐ。

　だが、縫いつけられていた手をさらにぎゅっと押し付けられて、トリシアの逃げ場はどこにもなかった。

「……トリシア、普段は胸元、どうしていたんですか」

「あ、の……その……っジェシカにお願いして、押し潰して……極力小さく見えるように、していました」

　ジェシカはあまり気乗りしていなかったが、トリシアは無理を言って胸元を潰すようにお願いしていた。

　少し苦しいとは思うけれど、姉たちとは反対に自分には不釣り合いな体型に、自身を持てるはずなんてない。

　胸元を潰していたことを伝えると、サイラスは表情を歪め、そしてふくらみにくちびるを寄せてくる。

「今後は押し潰さないように、してください。無理をすると体にも悪いので。……体に合うドレスがないのなら、新調しましょう」

「で、でも……」

「でも？」

「……っみっともない、でしょう……？　こんな、大きな……」

　ぽろりと、目尻を涙が伝った。か細い声で言ったら、サイラスの指先が涙を掬い取る。

「みっともないなんて、ありえない。――だって今のあなたの姿は、こんなにも綺麗だ」

　そう言って、サイラスは胸元にキスをした。

　トリシアが肩を揺らすと、ふるりと、柔らかい胸が震えた。

「それに、俺の手でしっかりと触れてあげられる」

「え？　……ひゃぁっ」

　サイラスの大きな手のひらがトリシアの胸を包み込み、そのまま揉み上げてきた。

　お腹の奥がまた疼いて、太腿を擦り合わせてしまう。

「サイラス、さま……っ……ふ、ぁあ……」

「うん？」

　サイラスの指先が、胸の先端で色づいた突起を捏ねる。

　先端は空気に触れ、サイラスに触れられたことで硬くしこっていた。

　ちゅ、ちゅ、と胸元に口付けの嵐が降らされる。時折、痛みが走ったかと思ったら、彼がそこに吸い付いて、赤い華を咲かせていた。

「は、ぁ……あ……んん……」

　サイラスに揉まれた胸が形を変え、手の平で硬くなった先端を押し潰される。

　初めてのことなのに、体は彼に――好きな人に触れられて、喜びを見出していた。

　トリシアの体が、白いシーツの上で身悶える。

　――これ以上触れられたら、頭がおかしくなってしまう。

　そう思って逃げ出そうと思っても、トリシアの手はしっかりとサイラスにベッドへと縫いつけられている。逃げ場は存在しなかった。

　くちびるで胸を愛撫されながら、彼の手がゆっくりと下降していく。

　やがて彼の手が行き着いたのは、擦り合わされた足の間だった。

「っサイラスさま、まっ……ん――っ」

　はっとして、トリシアは首を横に振る。けれど最後まで制止の言葉を口にする前に、サイラスに口を塞がれた。

　優しいけれど、荒々しい口付けに翻弄される。

　口付けに意識をやっていたら、ネグリジェをめくり、足の間に差し込まれたサイラスの指が下着越しにトリシアの秘部を撫でた。

「トリシア……」

　名前を呼ばれて、トリシアの顔に熱が上がる。

　そこを触れられたくなかったのは、下着を湿らせてしまったことに気付いていたからだ。

　女性の体は官能が高まると、この場所が濡れることがあると聞いてはいた。

　けれどそれは経験を経た上で、だ。初めてにも関わらず触れられて喜びを見出し、あの教本で見たように、彼に触れられることを望んでいる、はしたない自分をサイラスには知られたくなかった。

「……っご、めんなさい……こん、な……はしたな……っ」

　トリシアの瞳から、羞恥のあまり涙が溢れてくる。

　はしたないと――厭らしいと思われて、嫌われたくない。好きだから、苦しかった。

「はしたなくなんてない」

　降ってきた声に、トリシアの息が一瞬止まった。溢れた涙をサイラスがくちびるで吸い取って、宥めるように何度も口付けをしてくれる。

「俺とトリシアが繋がるためには、ここが俺を受け入れる準備をしてくれていないと、あなたを苦しませてしまう。この場所が濡れるのはその準備のためで……はしたないなんて思う必要はないんだ」

　額同士をこつんと合わせて、サイラスは優しく微笑みながらそう言った。

　優しく見下ろしてくれる瞳と、至近距離で視線が合う。

「だから、触ってもいいかな」

「はい……」

　問いかけられ、トリシアは自然と頷いていた。

　口付けがひとつ落ちてきて、そして下着の脇から、彼の指が入り込む。

　直に触れられたことで、溢れた蜜の音がいっそう大きく響いた。

「ふ……ぁ……ん、ん……」

　キスをされながら、彼の指が割れ目を撫でてくる。

　溢れ出した蜜がサイラスの指に絡まり、くちゅくちゅと淫猥な水音が鳴る。その音が、トリシアの鼓膜を揺らした。

「ん……あっ……んん――ッ」

　サイラスの指が、最も感じる部分――花芽を擦り立て、たまらずトリシアの体が震えた。思わず腰が引けてしまう。

　けれど、体はしっかりとベッドに押し付けられていて、動けない。

「待っ、て……ください……サイラスさま……そこ、や、ぁ……っ」

　足を閉じたいのに、サイラスの体が入り込んでいるから、それができない。

　サイラスの指が花芽を弄る。強弱をつけて押し潰されて、腰がびくびくと揺れた。

「トリシア……」

「ぁあ……っだめ、で、す……頭、へんに……なっちゃ……あ、ぁ……っ！」

　触れられたところからせり上がってくる熱に、トリシアは頭を振って抵抗しようとした。けれど、サイラスは動きを止めてはくれなかった。

　直後、より強く花芽を擦り上げられ、トリシアの視界が真っ白に弾けた。

　ふわふわとした浮遊感に、体を襲う倦怠感。

　今までに感じたことのない感覚に、トリシアはぼんやりとサイラスを見上げた。

　目が合うと、彼はどこか苦しそうな表情で、それでもトリシアに笑みを見せてくれる。額にひとつ、キスが落とされた。

　サイラスは上半身を起き上がらせ、縫い止めていたトリシアの両手から拘束を外す。そして中途半端に脱がせていた彼女のネグリジェを脱がせ、下着まで剥ぎ取ると、自身も着ていたシャツを脱ぎ捨てた。

　現れた体躯に、トリシアの視線が釘付けになる。

　美しい容姿とは反対に、彼の体は軍人の体そのものだった。程良く付いた筋肉に、けして少なくはない傷の跡。

　トリシアの知らないサイラスの今までが、そこにあった。

「トリシア？」

「――もう痛くは、ないの？」

　彼の体に走った傷に手を押し当てたら、サイラスはびくりと体を揺らした。

　胸の下から腹部に掛けて走る、斜めの傷。傷の跡が濃いことから、相当大きな怪我だっただろうことが伺えた。

　そしてトリシアは、彼がどうしてこの傷を負ったのか、知らなかった。

「雨の日は違和感を覚えることもありますが、傷を負ってから結構経ってますし、深いのは傷跡ぐらいです。もう痛くはないので安心してください」

「そう、なのですね」

「気持ち悪いですか？　なら、もう一度シャツを着て……」

「っい、いえ、気持ち悪くなんてありません！　このまま続けて……ください……っ」

　首を勢いよく振って彼の申し出を断ると、驚いたようにサイラスは目を丸くした。

　そして直後、安堵したような笑みを浮かべた。

「……ありがとうございます、トリシア様」

　彼の腹に伸ばしていた手を取られる。そのままサイラスは、トリシアの小さく柔らかい手の甲に、優しく口付けをした。

「……サイラス様、あの……私わたくしたちは夫婦になったのですから、敬語は止めて頂けないでしょうか。……テオドアお兄様と同じように、とは申しませんが、敬語を使われると距離を置かれているようで、少し、寂しいのです」

　サイラスを見上げながら、トリシアは気になっていたことをお願いした。トリシアのその言葉に、サイラスはぱちぱちと目を瞬かせる。

　そして少しだけ困ったような顔をした。

　トリシアが、あ、と思ったときには彼の表情からは困惑は消えていて。

「ん、了解。……敬語はなるべく使わないようにする」

　頬を撫でられて、再び、口付けられる。

　サイラスから与えられるキスは気持ちが良い。何度も啄むように触れられていたら、彼の手のひらがトリシアの足を撫で、先ほど達してしまった場所を撫でた。

「あ……ん……あっ」

　触れられてすぐに蜜を溢れさせるそこは一度達したこともあり、先ほどよりも敏感になっていて、トリシアは身悶える。

　解放された手がシーツを掴んで、皺を作った。

　サイラスの指先が割れ目をなぞり、蜜を零す場所を捜し当てる。そして愛液を指にまぶすと、そこにゆっくりと指を埋めていった。

「あ……は、ぁ……んん……」　

　感じたのは異物感だった。今までに誰にも触れられたことのないそこが、溢れる蜜の力を借りて、少しずつサイラスの指を飲み込んでいく。

「サイラス、さま……ぁ……」

「痛くはない？」

「ん……だいじょうぶ、で、す……あっ、あぁ……っ」

　狭い隘路に侵入させた指を出し入れさせながら、サイラスはトリシアの胸にもう片方の手を伸ばし、彼女の乳房を揉み上げた。

　上からも下からも刺激を与えられ、次第にトリシアの体は違和感以外を拾い始める。

「はぁ……あ、んっ……ふぁあ……っ」

　赤く色づいた胸の先端を摘み上げられ、トリシアはたまらず声を上げる。

　溢れた蜜がサイラスの指に絡み、淫らな音を立てた。

　二本目の指が挿入されて、中を広げるように動く。

　さすがに圧迫感と少しの痛みを感じたけれど、口付けられながら胸と秘部を責め立てられて、気付いたら快楽へと塗り替えられていた。

「ゃ……あ……んんっ……サイラス、さま……」

　体はじわじわと高ぶっていくのに、苦しくて仕方ない。

　初めてなのに、こんなにも乱れている自分が恥ずかしい。

　どうしたらいいかわからなくて、トリシアはサイラスを涙目で見上げる。

「あっ……サイラスさ、まっ……おねが……たすけて、くださ……っあぁ――ッ」

　腕をサイラスに伸ばし、彼にしがみつきながら、トリシアは懇願した。

　く、と吐息を零したサイラスの瞳が欲情の色を濃くする。

　その直後、トリシアは中を擦られながら花芽を一緒に責められ、再び達した。

　びくんと大きくトリシアの体が震え、くたりと四肢をベッドに沈ませた。

「ぁ……んっ」

　蜜口から指が抜かれ、今まで埋められていたものがなくなった感覚に名残惜しさを感じてしまう。物足りなさを感じながら息を整えていると、トリシアの耳に衣擦れの音が耳に入った。

　呼吸を整えながらゆっくりと視線を音のする方へ向けると、サイラスが身に付けていたスラックスを下ろすところだった。

　彼の動きをそのまま追って視線を下に向けると、綺麗な顔立ちをしたサイラスからは想像できない、凶暴な雄芯がトリシアの目に飛び込んできた。思わず、悲鳴が零れそうになる。

　男性の一物を目にするのは初めてだ。けれど、指南書に載っていたものよりも、随分と大きいように見えた。

　怖じ気付いて、腰が引けてくる。

「トリシア……」

　向けられた瞳は涼しげな色なのに、欲情を孕んだ熱を帯びている。

　掠れた声で名前を呼ばれて苦しそうな顔を見たら、怖かったけれど、逃げ出そうとは思わなかった。

　開かれた両足の間に、サイラスの体がある。足を掴まれ、そして蜜を零す場所に熱くて硬いものが押し付けられた。

　――女性の性器に男性の性器を挿入することが、夫婦の交わりだ。

　指南書に書かれていたことを思い出して、トリシアは唾を飲み込む。

「トリシア、ごめん。少し無理をさせるよ」

　そう囁かれて、トリシアは頷く。

　眉根を寄せて苦しそうにしているサイラスの表情に、僅かに笑みが浮かぶ。

　そしてサイラスはゆっくりと腰を進めてきた。

「や……ぁあ……い、た……っ」

　トリシアの体に違和感と圧迫感、今までに感じたことのない痛みが押し寄せてくる。

　初夜は痛いものだと聞いていたし、それなりに覚悟はしたつもりだった。けれど未通だった場所を開かれる痛みは想像以上で、涙がぼろぼろと溢れて止まらなかった。

　息をするのも苦しくて、けれど受け入れたくて、必死にトリシアは堪える。

「力むと、余計苦しくなる。できるだけ力を抜いて欲しい」

　耳元にサイラスの囁きが落ちてきて、声の出せないトリシアは必死に首肯しゅこうした。

　浅い呼吸をなるべく繰り返す。

　彼のものが隘路を進むたびにそこに痛みを感じて、そのたびに宥めるようにサイラスが何度も口付けを落としてくれた。

　少しずつ熱が奥へと侵入していく。

　やがてお腹の奥深くにサイラスの熱を感じ、こつんとお互いの腰がくっついた。

　時間は掛かったけれど、サイラスの熱をすべて受け入れられたのだ。

　下腹部は苦しいし、まだ鈍い痛みはあった。けれど、きちんと夫婦になれた喜びが勝って、また新たな涙がトリシアの目尻を伝った。

　サイラスがトリシアの頬に流れた涙を、そっと舐め取ってくれる。

　くっついた彼の体温はひどく温かくて、とても気持ち良かった。

「サイラス、さま……ぁ……んん……」

　名前を呼んだら、すかさず、キスをされた。

　瞳を閉じて、彼の熱をしっかりと、感じる。

　――今ならば、言ってもいいだろうか。ずっと言えなかった気持ちを。

　くちびるが離れていく。

　トリシアはそっと瞼を開けると、サイラスを真っ直ぐ見つめた。

　彼の首に回した自身の腕が、緊張で少しだけ力んだ。

「好きで、す、……あなたを、愛して、います」

　頑張って頬に筋肉を動かして笑みを浮かべてみたけれど、どうやら失敗してしまったらしい。じっと見上げたサイラスは、瞬く間に固まってしまった。

　慌てたトリシアだけれど、それ以上に何やら苦しくなってくる下腹部に驚く。

　どうやら挿入されたサイラスの雄芯が、大きくなっているらしいことに気付いたのは一拍置いたあとで。

　動揺して赤面するトリシアに、サイラスは眉根を寄せて、深い息を吐き出した。

「――あなたは本当に、俺を煽るのが得意だね」

　トリシアはその言葉の意味を尋ねられなかった。それよりも先に、サイラスが腰を引き、彼女の体を揺さぶったのだ。

「あ……やぁ……ん、んんっ」

　腰を掴まれ、ゆっくりと雄芯が隘路を行き来する。

　くちびるを塞がれて、唾液が交わる淫靡なキスを仕掛けられた。

　気を散らすように胸のふくらみを持ち上げられ、揉まれる。赤く色づいた先端を擦られたら、思わず悲鳴が零れた。

「ん……あっ、ぁ、ん……」

　ゆるゆると揺さぶられていると、次第に痛みではないものが混ざり始めて、トリシアの声にも甘いものが混じり始める。

「っや……ぁっあ……」

「トリシア、可愛い顔を、俺に見せて」

　ひどい顔をしているだろうから見られたくないのに、彼の声に抗えなくて顔を上げてしまう。

　目が合ったら、くちびるを奪われる。

　サイラスの鍛えられた肉体に胸が潰され、その先端で硬くなった突起が擦れてしまい、鋭い快感となってトリシアを苛んだ。

　奥をサイラスのもので突き上げられ、トリシアの限界も近くなる。けれど、初めての体でそこまでの快楽を拾うのは難しい。

「――トリシア」

「ん……んん――ッ」

　サイラスがトリシアの名前を呼ぶ。くちびるを重ねられたと思ったら、結合部の上にある花芽を擦られ、敏感になっていたトリシアの体は一気に絶頂への階を上り詰めた。

　サイラスの雄芯を締め付けるように、中が痙攣する。

「……く」

　締め付けに煽られ、数度腰を押し付け、サイラスはトリシアの中に熱い飛沫を吐き出した。

　ふたり分の荒い呼吸音が寝室に響く。

　倦怠感が大きく、トリシアの体は思うように動かない。うとうとと、意識すら保てなくなる始末だ。

　腕が伸びてきて、トリシアの体を包み込む。

「トリシア？」

　すぐ傍で呼ばれた名前に、自分がサイラスの腕の中にいることを夢うつつで思う。

　抱き締めてくれるサイラスの腕が温かく、そしてとても安心できた。

　今までに蓄積された疲れと初夜の緊張も相まって、トリシアを眠りに誘う。

　――私、サイラス様と、ちゃんと結婚できたの、ね……

　好きな人と結婚できて、しかも愛のない政略結婚ではなく、こうして体までもらってもらえて。

　幸せだと、トリシアは思う。

　――この幸せが、夢ではありませんように。

　そう願いながら、トリシアの意識は夢の中へ落ちていった。










第三章











　サイラスと結婚して、もうすぐふた月を迎えようとしている。

　初恋の人と結婚したトリシアは幸せの絶頂にいた――かと思いきや、そうではなかった。

「今日は早く帰れそうですか……？」

　身支度を終え、屋敷を出るサイラスにトリシアは不安げにそう尋ねる。今日こそは、という期待を込めて。

　だが、彼は少し困ったような顔をして、首を横に振った。

「今少し仕事が立て込んでいて、今日も帰りは遅くなりそうだ。だから先に休んでいて欲しい。あなたに無理をさせたくないんだ」

　――無理だなんて、思ったことはないのに。

　お腹の前で組んだ指先を、トリシアはぎゅっと握る。

　夫を待つことも妻の役目だ。そしてトリシアは、サイラスを待つことを苦だと思ったことはない。

　結婚してすぐのころ、先に休んでいていいと言われたにも関わらず、どうしても彼の帰りを待ちたくて、起きて待っていたことがある。そのときも早く会いたいと思うばかりで、嫌々していたことではなかった。

　けれど、サイラスにとっては待たれる方が苦だったようだ。

　帰ってきて、まだ起きているトリシアを見ると困ったような顔をして、早く寝るようにと促してきた。体を壊したら心配するから、と言って。

　そのときのことを思い出し、ずきずきと痛む心の内を隠してトリシアは必死に表情に笑みを浮かべた。

「わかりました。ですが、あまり無理をなさらないでくださいね」

「気を付けるよ。ありがとう、トリシア」

　そう言ってサイラスはトリシアの額に触れるだけのキスを落とし、屋敷を出ていった。

　その背中を見送ったトリシアは、ふと視線を落とす。そしてひとつ、息を吐き出した。胸は苦しくて、そしてじくじくと痛んだ。

　サイラスに早く帰れるかと問い掛けて、彼に困ったように否定される。このやり取りがここ二、三日で始まったことならば、これほどトリシアも落ち込まずに済んだだろう。

　だが、このやり取りは、ふたりが結婚し、初夜を迎えた日の翌日から、たびたび交わされていた。

　表面上は、サイラスは良くしてくれている。優しいし、理想の夫だ。不満なんてない。

　だが、初夜の翌日からどこか壁を作られたように、トリシアは感じていた。向けられる笑みは柔らかいけれど、どこか作り物めいたように見えて、本当の意味で微笑んでいるわけではないように思う。

　それに、たびたび向けられる、あの困ったような表情。

　思い出すと、胸の苦しみが増したような気がした。

　サイラスに言われたとおり、もう胸を潰してなんていないのに、胸の苦しさはなくなるどころか増す一方だ。

　結婚式の翌日からだから、何か粗相をしてしまったのかと思った。もしかしたら、初夜で、何か失礼なことをしてしまったのかもしれない。

　ならばと、それとなく探ってはみたけれど原因はわからず仕舞いだ。

　屋敷内の使用人たちは、トリシアにも良くしてくれる。だが、サイラス以上に打ち解け、相談事をできる人はいなかった。

　他に相談できると言えば、長らく侍女を勤めてくれていたジェシカだ。

　トリシアが迷子になった幼い日のあの出来事でジェシカは叱責を受けたが、トリシアは自分が悪いのだからと言い、また、テオドアの援護もあり、トリシアが降嫁した二か月前まで、ジェシカはトリシアの侍女を務めてくれていた。

　結婚したことでジェシカはトリシアの侍女ではなくなってしまったが、気心の知れた友人のような存在だった彼女ならと手紙を書き、相談してみたが、彼女にもわからないようだった。

　それどころか逆に心配をさせてしまったようで、申し訳なく思ってしまう。

　そして再び、トリシアは振り出しに戻ってしまった。

　困った顔をされるが、嫌悪感は抱かれていないはずだ。原因を探ってもわからなかったが、少しでもサイラスと夫婦として在れるよう、トリシアなりに努力をした。

　例えば、ハンカチにお守りの意を込めて刺繍をして、それを渡してみたり、トリシアにしては積極的に、さり気なさを装ってボディタッチをしてみたりした。

　一生懸命デートの誘いをして、勇気を出して夜の営みへ誘いもした。

　けれど、ハンカチをもらってはくれたものの一度も使われることはなく、彼に触れたり、抱きついたりしようとするとさり気なく逃げられる。

　休日に一緒に出かけてはくれたものの、彼はどこか気もそぞろで。

　そして夜の誘いに関しては、初夜の翌日からことごとく避けられていた。

　始めは、仕事が忙しくて疲れているのかもしれない、と心配の方が勝っていたが、これだけ避けられていたら、そうではないことはトリシアでもわかる。

　サイラスの帰りが遅くなると、自然と夕食はトリシアひとりで取ることが多くなる。だからトリシアはサイラスの妻となってから、数えられるほどしか彼と夕食を共にしていなかった。

　屋敷の女主人として、学ぶことはたくさんある。幸いなことにサイラスの屋敷で働いている使用人たちは皆優しく、困っていると手助けしてくれた。お陰で屋敷での生活は穏やかだ。

　ただひとつ、サイラスとの関係を除いて。

　日に日に距離が遠のいていくサイラスとのことを誰かに相談するにも、誰にどう相談すればいいのかと悩んでいるうちに、これだけの日が過ぎてしまっていた。







　そんな日が続いていたある日のこと。

　部屋で手慰みに刺繍をしていたトリシアは、扉が二度叩かれる音で顔を上げた。

　入室を許可すると、入ってきたのは執事で、彼は一礼すると口を開いた。

「奥方様、城から使者がいらしておいでです」

　ぱちくりと、トリシアは目を瞬かせる。何かあったのだろうか？

　首を傾げながら待合の間へ向かうと、そこにいたのは確かに、トリシアが何度も顔を見たことのある、城で召し抱えている使者だった。

　彼は挨拶も程々に一通の手紙をトリシアに差し出す。

　表面に踊る名前は見慣れた字体で、慌てて裏面を見ると、そこに書かれていた差出人は、第一王女である姉のフェリシアの名だった。

　急いで中を確かめると、結婚式に参加できなかったお詫びと、直接お祝いの言葉を言いたいので三日後の午後、時間が空いているようならお茶会でもどうか、という誘いの内容だった。

　フェリシアは隣国に嫁いでいるのだが、サイラスとトリシアの結婚式の前後にどうしても離せない用事があるからと、代理人での参加だったのだ。

　用事が済み、落ち着いたので一度故郷に帰ってきているとのことだった。

　そういう経緯で、彼女に会えるのは久しぶりだった。

　しかし返事は夫であるサイラスに相談しなければ出せないため、城からの使者には一度帰ってもらい、サイラスに相談しようと彼の帰りを待った。

　けれど今晩も彼の帰りは遅く、待っているうちにトリシアは眠ってしまっていた。

　明け方目覚めたら、しっかりとベッドで眠っていたので、サイラスが移動させてくれたのだろう。申し訳ないと思いながら、その優しさが嬉しい。

「おはよう、トリシア」

　すでに支度を終えたサイラスが、ベッドから体を起こしているトリシアを見て微笑む。

「おはようございます、サイラス様。あの……昨晩は、ご迷惑をお掛けしてしまって申し訳ありませんでした」

「いや……迷惑だとは思わなかったよ。だけど、あんな無防備な格好で眠っていたら、体を壊してしまうから、これからは気を付けて。あなたが体調を崩せば、俺は心配で仕事も手に付かなくなってしまう」

「ごめん、なさい」

　困ったように微笑むサイラスを見て、胸が嫌な音を立てた。

「それで、俺に相談事があるって聞いたけど、何かあったの？」

　髪を撫でられ、そう問いかけられて、トリシアははっとする。

　そして昨日久しぶりに里帰りをしている長姉フェリシアから茶会の誘いの手紙をもらったことをサイラスに伝えた。彼は少しの間思案していたが、トリシアの緊張したような面持ちを見ると、頬を緩ませ、首肯した。

　トリシアの表情が喜面に変わる。

「っありがとうございます、サイラス様」

　嬉しくて、トリシアの表情が綻ぶ。

　――早くお姉様にお返事を書かないと！

　胸が弾み、姉にどう返事を書こうかと考えているトリシアは、一瞬サイラスの表情が強ばったことに、気付かなかった。

「……トリシア、今日はもう行くよ。朝食を一緒に取れなくてごめんね」

「そう、なのですか。ならお見送りを……」

「いや、ここでいいよ。――行ってくる」

「はい、行ってらっしゃいませ」

　額にキスが落ちてくるかと思ったら、サイラスの手はトリシアの髪を撫で、頬を滑って、離れていく。結局キスをされないまま、サイラスは部屋を出ていった。

　サイラスの行動を不思議に思いながら、トリシアはベッドから起き上がる。

　僅かな物音がしたので窓に近付くと、サイラスが馬に跨がって屋敷の門を出て行くところが見えた。

　――いつもなら、馬車を使われるのに……

　余程、忙しいのだろう。帰宅して労らないといけない立場なのに、手間を掛けてしまった。自己嫌悪が脳裏に過り、不安感が押し寄せてくる。

　しばらくして、やってきたメイドに着替えの手伝いをしてもらう。思わずため息を吐いたら、彼女を心配させてしまったようだった。

　話をぼかしながら、夫に迷惑を――手間を掛けさせてしまったと伝える。

「旦那様はトリシア様のお世話をすることを迷惑だとか手間だとか、考えてはいらっしゃらないと思います。寧ろ嬉しいのではないかと……」

　メイドはそう言ってくれたけれど、恐らく気を使わせてしまったのだろう。

　トリシアは曖昧に微笑みを返した。

　支度を終わらせ、朝食を取るために部屋を出る。

　夕食は共に取れることが極めて少なかったけれど、朝食は夫婦でほぼ毎日一緒に取っていた。けれど今日は、サイラスがいない。いつもと同じ美味しい食事のはずなのに、味を感じず、料理人に申し訳ないと思いながら、食事を残してしまった。

「体調が優れませんか」

　席を立ち、食堂を出ようとしたトリシアに、小さな声で執事が問いかけてくる。

「いえ……少しだけ食欲がなくて。美味しいものを作って下さったのに、残してしまってごめんなさい」

　前半は執事に、後半は控えていた料理人に伝える。

「少しお疲れのように見えます。奥方様、本日は少しお休みになられた方が宜しいかと」

「大丈夫。少し食欲がないだけなの。私のやらなければいけないことは、きちんとやらせて欲しいの」

　表情を顰めた執事に、トリシアは笑みを浮かべて言った。

「……かしこまりました」

　彼は渋々と言ったように、恭しく頭を下げた。

　彼らに見送られて、トリシアは一旦部屋へと戻る。屋敷の女主人として、やらなければならないこと、そして学ばなければいけないことはたくさんある。

　だがその前に、トリシアはペンを取った。昨日保留にしていた姉への手紙の返事を書くためだ。

　是非お会いできたら嬉しいですと書いた手紙を、昼過ぎに訪れた城からの使者に渡す。「楽しみにしているわ」と、そう書かれた返事が返ってきたのは、その日のうちのことだった。

　久しぶりに長姉に会える喜びで、落ち込んでいた心が少しだけ浮上する。

　その日の夜もサイラスの帰りは遅かったけれど、翌朝は一緒に朝食を取ることができた。どうやら執事が昨日朝食を残してしまったことを彼に伝えてしまったらしい。

　予想以上にひどく心配されて、医師を呼ぼうとするサイラスを説得するのに、トリシアは思った以上に苦労した。けれど、心配してくれる彼の表情に偽りはなく、その優しさが嬉しかった。




　そして最初に手紙を受け取った日から三日後、トリシアはラザフォード家の馬車に乗り、王城へと向かっていた。

　門番は馬車に書かれた家紋と窓から顔を覗かせたトリシアを見ると、快く通してくれる。

　馬車を降りて、視線を上げると、立派に聳え立つ王城が目に入った。二ヶ月ぶりに目にした家は、何故かとても懐かしいような気持ちをトリシアに覚えさせる。

「……少し、遠回りをしても、いいかしら」

　案内係の侍女と護衛役の騎士は、トリシアも見覚えのある人たちだった。

　幸いなことに早めに屋敷を出てきたお陰で、姉との約束の時間までは少し余裕がある。

　我が儘かと思ったけれど、ふたりは少しなら、と散策を許可してくれた。

　フェリシアがお茶会の場に指定した中庭は、トリシアもよく知っている場所だ。まず迷うことはないだろう。

　さすがに二ヶ月では城内の様子も大して変わらないようで、懐かしい空気にほっとしていると、どこからか話し声が聞こえてくる。

　そして、その声の主を、トリシアはよく知っていた。

　窓に近付いていき、硝子越しに外を見つめる。少し離れた、真っ白い花の咲き誇る庭にトリシアよりも明るい、金色の髪が見えた。

　――どう、して……

　どきりと、トリシアの心臓が嫌な音を立てた。

　中庭にいたのは、トリシアのすぐ上の姉、第二王女のルーシアと侍女、エミリーだった。そしてその横には、銀髪を風に揺らし、呆れたように笑う夫、サイラスの姿もある。

　トリシアの目に映ったルーシアの姿は屈託のない笑みを浮かべていて、サイラスもまた、トリシアと話しているときのように壁を作らず話しているように見えた。

　サイラスは騎士として城に詰めているし、ルーシアは医師なので、仕事の中でサイラスと会うこともあるだろう。

　けれど、と、嫌な想像ばかりがトリシアの頭に浮かぶ。

　医師という仕事柄、騎士団とも縁があるルーシアのことだ。サイラスと話をすることもあっただろう。テオドアはルーシアの兄でもあるし、サイラスの姉エミリーはルーシアの侍女で、その縁で仲が良いだけだ――悪い考えを払拭するように、自分に言い聞かせる。

　けれど、言い聞かせても不安は消えてくれなかった。だってふたりは、それだけでは納得できないぐらいに仲睦まじそうだったから。

　サイラスは、トリシアの前ではあんな穏やかな顔をしたりしない。

　結婚前は、彼が笑ったところを何度か見たような気がするけれど、心の底から本当に笑っていたのかと言えば、答えに詰まってしまう。

　呆れたような顔も、どこか不機嫌そうな顔も、屈託なく笑う顔も、トリシアは知らない。

　彼女の瞼に浮かぶのは、困ったように笑う、サイラスの姿ばかりだ。

　ずきりと、胸が重くなる。

　――サイラス様との結婚は、間違えだったのではないか。

　改めて突きつけられた考えに、頭の中が真っ白になりそうだった。

　よくよく考えてみれば、サイラスは仕えている主の命で第三王女・トリシアを妻に娶った。もちろん、年齢や諸々の条件を当てはめて決まったことだろうが、サイラスの結婚相手を最終的に確定したのは王で、サイラスには選択権も、拒否権もなかっただろう。

　本当に妻に欲しかったのは、大人しくて静かで、まるで夜空のようだと例えられる第三王女ではなくて、明朗快活で太陽のようだと称される第二王女だったのではないか。

　――そう言えば、私はサイラス様に好きとも愛しているとも、言われたことはない……

　結婚してから二ヶ月、婚約期間を含めれば、およそ半年。

　可愛いとか美しいとか、綺麗だとか。賞賛の言葉は何度も贈ってくれた。

　けれど、好意を示す言葉は、一度たりとも聞いていなかった。

　そしてトリシアはそのことにとっくに気付いていて、だけど言葉を強請ることはできなかったのだ。きっと、彼はまた困ったような顔をして、笑って胡麻化そうとすることがわかっていたから。

　それが、答えのように思えた。

　こみ上げてくる涙を、ぐっと堪える。

　例え降嫁して王女という肩書きがなくなったとしても、ここで醜態を晒すわけにはいかなかった。

　それに、もしここで泣いたりして騒がしくなったら、彼らに気付かれてしまう。それは避けたかった。

「トリシア様……？」

　トリシアの異変に気付いた侍女に、名前を呼ばれる。

　何に気付いたのか知られたくなくて、トリシアは窓を隠すように振り返った。

「そろそろ、行かないとフェリシアお姉様を……待たせてしまうわ。我が儘聞いてくれて、ありがとう。行きましょうか」

　声はきっと震えていなかったはずだ。

　きちんと、笑えてもいたはずだ。

　その場に背を向けて、困惑する侍女と騎士を連れ、トリシアは姉との待ち合わせの場所に向かった。

　今日も庭園には、美しい花々が咲き誇っている。この場所では、寒さの厳しい時期を除いて、庭師が丹誠込めて育てた大輪の花たちを目にすることができる。

　特に薔薇は姉のフェリシアが愛し、そしてトリシアもまた、思い出深く、好きな花だ。

　トリシアが中庭に向かうと、すでに姉はそこで待っていた。

「お待たせして申し訳ありません……っ」

「待ってなんかないわ。あなたとお茶をするのが楽しみで、少し早く来てしまっただけなの」

　真っ赤なドレスを着た姉、フェリシアはそう言って微笑んだ。

　腕を伸ばされたのでトリシアが近付くと、ぎゅっと抱き締められる。

　トリシアの体よりも豊満な肉体に顔が埋まる。ふわりと香るのは、姉が好きだった薔薇のフレグランスの匂いだった。

「ルーシアも誘ったのだけれど、仕事が忙しいって断られちゃった」

　フェリシアのその言葉に、トリシアの胸がどきりとする。けれど、今日ばかりはルーシアがこの場にいないことが有り難かった。

　先ほど目にした光景が脳裏に蘇る。

　今、ルーシアと顔を合わせたら、この胸の中にわだかまる黒い感情のまま、きっとひどい言葉を口にしてしまうかもしれない。それが怖かった。

「改めて、結婚おめでとう、トリシア」

「フェリシアお姉様、ありがとうございます」

「式には参加できなくてごめんなさいね。せっかくあなたの可愛い姿が見られると思ったのに、残念だわ」

　心底残念そうにフェリシアが呟く。

　だがトリシアはその言葉に曖昧な笑みを返すことしかできなかった。

　ティーカップに注がれた紅茶を飲みながら、お互いの話をする。

　フェリシアの子どもの話や、国での話、そしてトリシアの結婚式の話など、色々と話したような気がするけれど、正直しっかりと内容までは覚えていなかった。

　ふとしたときに思い浮かぶ残像が美味しいはずのお菓子やお茶の味を、わからなくさせてしまった。




　――けれど、最後にフェリシアに尋ねられた言葉だけは、しっかりと覚えている。

「ねえ、トリシア」

　恐らく姉は、トリシアが上の空だったことに何気なく気付いていたのだろう。

　僅かに微笑みを浮かべながら、問いかけてくる。

「あなたは今、幸せかしら」

「え……」

　その言葉は思いの外、トリシアの心に刺さった。

　一瞬言葉に詰まる。けれどトリシアはすぐに表情を繕って、微笑んだ。

「……はい、もちろんです」

「そう」

　トリシアの返事に、姉はそれ以上突っ込んでは来なかった。





＊　＊　＊






　屋敷に帰ってきたトリシアは、ハンカチに刺繍を施そうと針を持っていた。けれど一向に針は進まない。

　はっと我に返って集中しようとするのだけれど、すぐに城で目にした光景が頭を過ぎって手が止まってしまっていた。

　気が付けば、日はすでにどっぷりと暮れている。

　――そろそろサイラス様が、お帰りになる時間かしら……

　今日の朝、彼を見送るときに今日は定刻に帰れるだろうと言っていた。

　そのときは胸を弾ませて、久しぶりに一緒に夕食が取れると嬉しく、待ち遠しいとすら思っていたのに。

　ずきん、と胸が苦しくなる。

　今のトリシアには、何も知らないふりをして、夫を出迎えられる自信はなかった。

　しかし、心の準備は整わないまま、サイラスは帰ってきてしまう。

　玄関へ出迎えに行くと、彼は執事と会話をしていて、トリシアに気付くと優しく、微笑んだ。

「お、かえりなさいませ、サイラス様」

　声が一瞬詰まる。何とか笑みを浮かべて、トリシアは声を絞り出す。

　――一瞬、サイラスの表情がどことなく険しい色に変わったように見えたが、次の瞬間には元の表情に戻っていて、見間違いだったのだと思う。

「ただいま、トリシア」

　そう言って、サイラスはトリシアの体を抱き締める。

　ふわりと、彼のにおいが鼻を擽った。

　好きな人に抱き締められて、どきりと心臓が跳ねるのは、もうどうしようもなかった。

「え、と……サイラス様、どう、なさったの？」

　いつまで経っても抱擁は解かれず、不思議に思ったトリシアは彼に問いかける。

　今晩はサイラスも夕食を取ると聞いて、料理長が張り切っていたので、早く行かなければ夕食も冷めてしまう。

「トリシア」

「は、い」

「今日、何かあった？」

　抱擁が少しだけ緩む。身長差で、トリシアはサイラスを見上げるような形になる。

　真っ直ぐに向けられた灰青色の瞳に、息を飲んだ。

　何かあったかと聞かれたら、あると言えるだろう。

　楽しそうに会話をする男女の姿。彼らがトリシアにとって純粋に親愛の情を持つ相手たちであれば、微笑ましいものとして映っただろう。

　けれど女性は自分の姉で、男性は自分の夫となった人物だ。

　例えお似合いでも、暗い感情が胸を浸していく。

「……いいえ。いつも通り皆さんが優しくしてくださったので、屋敷のこと、少しずつですがわかることも多くなってきたのです。それと、久しぶりにフェリシアお姉様に会えて、とても楽しい時間を過ごせました。外出を許可くださって、ありがとうございます、サイラス様」

　頬を必死に笑みの形に作る。

　王女として、作り笑いをしなければならない部分も多かった。だから作り笑いは、けして苦手ではない。その経験が今は有難かった。

　――なのにどうしてサイラスは、眉間に皺を寄せて、尚更険しい顔をするのだろう。

　そう思って咄嗟に考えたのは、話を変えなければ、と言うことだった。そしてよりにもよって選んでしまった話題は、昼間見た光景のことだった。

「そ、う言えばお城へ伺ったときに、サイラス様とルーシアお姉様がお話されているところをお見かけしました。込み入ったお話をされている様子だったのでお声掛けするのは止めたのですが……」

　本当はそんな曖昧な言葉ではなくて、確信に触れるような問いかけは、いくつも頭の中に浮かんできた。

　――どんなお話をされていたのですか。

　――どうして私の前では、あんなふうに笑ってくださらないのですか。

　――本当は、ルーシアお姉様のことが、好きなのでしょうか。

　――望まない結婚だと言うことは知っていました。……サイラス様が本当に結婚したかったのは、お姉様なのですか。

　だが、浮かんできた言葉をすべて、トリシアは飲み込んだ。それを口にすることなんて、できなかった。

　きっとそれを聞いたら、政略結婚と言う細い糸一本で繋がっていたサイラスとトリシアの縁が切れてしまう。

　だから伝えられたのは、ルーシアとサイラスが話しているところを見た、と言うことだけだったのだ。

　サイラスはトリシアの問いかけに、きょとんとした顔をする。そして。

「……姉がルーシア様の侍女をしている縁で、少し交流があるんだ。それだけだよ」

　けして答えが欲しかったわけではなかった。けれど、赤く染まった彼の顔色を見れば、彼の動揺が見て取れてしまう。

　抱擁が解かれて、サイラスが顔を背ける。

　胸が苦しい。今まで感じた胸の痛みの、どれよりも。

　――それだけだなんて、嘘だわ。

　どこか恥ずかしそうな、気まずそうな表情。

　何かを隠すように逸らされた顔は、隠し事が上手な彼にしては拙い隠し方だった。

　それだけで彼が隠し事をしているということは一目瞭然で。

　だが、トリシアがそれ以上この件について追求できるはずがなく、辛うじてできたことは、こみ上げてくるものを必死に飲み込んで、笑みを浮かべることだけだった。

「今日はルーシアお姉様には会えなくて……お元気でいらっしゃいましたか？」

「っああ」

「それは良かったです」

　サイラスの返事に納得したふうを装って、何も知らないというように微笑む。

　心が苦しい。黒い感情が胸の中を浸食していく。

　実の姉に嫉妬している自分がひどく醜い。

「あ、大変。今晩はサイラス様が早く帰られると聞いて、料理長が張り切って下さったのです。早く行かないと料理も冷めてしまいますね」

　今思い出したと言うように、トリシアは手を顔の前で合わせながら夕食の話に切り替える。

「……それは楽しみだ。ジェームズの食事は、美味しいからね」

　サイラスはそう言って、表情を和らげた。そして安堵したように、ひとつ息を吐き出す。

　トリシアはそのことに気付いたけれど、気付かないふりをした。
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　トリシアがサイラスとルーシアの仲睦まじい姿を目にして数日が経った日の昼下がり。

　彼女は、再び城へ向かう馬車に揺られていた。

　悩みに悩んだトリシアは、直接姉のルーシアにサイラスとのことを尋ねようと思ったのだ。

　夫ではなく姉に尋ねることにしたのは、きっとサイラスの口から姉が好きだと聞いたら、自分を保つことができないだろうと考えたから。

　彼は優しい。恐らくそのことも、オブラートに包んで言ってくれるだろう。けれど逆にそれは、トリシアにとっては苦しみでしかない。

　優しさが苦しくなることもあるのだと、トリシアは結婚したことで初めて知った。

　対してルーシアは嘘が好きではなく、きっとトリシアがサイラスとのことを聞けば、嘘偽りは言わず、本当のことを教えてくれるだろうと思った。

　それが例え――トリシアにとって望まないものであろうとも。

　膝の上で重ねた手をぎゅっと握り締める。

　しばらくすると、馬車は城へと到着した。

　医師であるルーシアが日常的に過ごしているのは、騎士団の兵舎に程近い医務室だ。

　姉のルーシアへは、昨日伺いの手紙を出してある。そのときに迎えを寄越すと言われたけれど、トリシアはそれを断った。だから今日は、ラザフォード邸から連れてきた侍女とふたりでの登城だ。

　馬車を降り、ルーシアのいる医務室を目指す。

　しかし自分で決めてここまで来たものの、トリシアの気持ちはまだ揺らいでいた。

　果たして本当に、姉を訪ねてもいいのか。

　――サイラス様とルーシアお姉様が想い合っていたら……そのとき私は、どう、するのかしら。

　サイラスとトリシアの結婚を決めたのは、トリシアの父であり、サイラスにとっては主にあたるこの国の王だ。

　トリシアがサイラスに嫁いだのは、彼の家――しいては彼の王家へ対する忠誠の褒美としての政略的なものだった。ならば、王家に他に年頃の王女がいるなら、別にトリシアでなくてもいい。

　要するに、ルーシアでも良かったはずなのだ。

　結婚前にトリシアが耳にしていた噂話はサイラスとルーシアが婚姻を結ぶだろう、という趣旨のものばかりだった。当然それらは王たちの耳にも入っていただろう。

　それなのに、どうしてルーシアではなく、自分が選ばれたのか。

　自分に何度も問い掛けて、その答えはずっと、出ないままだ。

　わざと遠回りをして、ルーシアの働く医務室へと向かう。

　医務室へ向かう道のりは、けしてひとつではない。わざわざ最短で着く廊下を避けたのは、少しでも知ることを後回しにしようとしたからだ。

　――あと少し、あと少しだけ……時間をください。

　そう願いながら、一歩ずつ目的地へと進んでいく。

　だから、そうやって後回しにしようと思っていた罰が当たったのかもしれない。

　花々が咲き誇り、緑の鮮やかな中庭。そこに面した通路へ足を踏み出そうとしたトリシアは、足を止めた。

　トリシアの視界に映ったのは、よく見慣れた人たちの姿だった。

　姉のルーシア、彼女の侍女であり、サイラスの姉であるエミリー、そして夫のサイラス。

　夫と姉がふたりきりではないことに安堵したけれど、次の瞬間飛び込んできた光景に思わず足が一歩、後退した。

　ルーシアがサイラスのネクタイを引っ張り、顔を寄せる。それはちょうど姉がサイラスにくちびるを寄せているようにトリシアには見えた。

　冷静に考えれば、そこにはサイラスの姉であるエミリーもいたのだ。ルーシアが人前で口付けをするなんて行動に出るとは考えられない。

　けれどひどく動揺したトリシアの頭からは、エミリーの存在はわかっていても、すっかり抜けてしまっていた。

「トリシア様？」

「っな、何でも、ないの」

　少し離れていたところで待機していた侍女が不思議そうにトリシアを呼ぶ。

　びくりと肩を震わせ、そして彼らの姿を彼女には見られないように振り返り、必死に笑みを作った。

「……ごめんなさい、少し日差しにやられてしまったみたいだわ。体調が優れないのでまた日を改めると、ルーシアお姉様のところに伝言をしたいの。……お願いしてもいいかしら」

　彼らから距離を取りつつ、声を潜めながら、トリシアは侍女に伝える。

　どうやら余程、顔色が悪かったらしい。彼女は疑うことなく、トリシアの言葉に頷いた。心配までさせてしまって、申し訳ないことこの上ない。

　侍女が支えてくれ、物音を極力立てないように、その場を後にする。

「どうなされたのですか、奥方様?!」 

　馬車に辿り着くと、御者が驚いたような顔をした。侍女がトリシアの代わりに事情を説明すると、彼は慌てて馬を走らせる準備をし始める。

　心配そうな顔をする侍女に先ほどの伝言を改めて頼むと、トリシアは馬車に乗り込んだ。

　窓にもたれ掛かり、息をひとつ吐く。そうしたら、気が緩んだのか熱くなった目尻から涙が溢れてきた。静かに頬を伝い、ドレスに落ちる。顔を伏せると、サイラスが綺麗だと言ってくれたブロンドの髪が視界を覆った。

　早く泣き止まなければ、御者にも侍女にも、泣いていたことを気付かれてしまう。そうしたらきっと、夫にも伝えられるだろう。またサイラスに余計な心配をさせてしまう。それが嫌だった。

「トリシア様、扉を開けても宜しいでしょうか」

「っえ、ええ」

　結局、涙が止まる前に侍女が戻ってきてしまった。急いで涙を拭うけれど、誤魔化しきることはできない。

　だが、幸いだったのは侍女がその涙が体調不良の所為だと取ってくれたことだ。

　やがて馬車は出発し、窓から見える城が遠ざかっていく。

　極力馬車は揺れないように、けれど普段よりも早く、屋敷へと到着した。移動中も侍女は背中をさすってくれ、トリシアを気遣ってくれる。

　騙している心苦しさを感じながら、トリシアは侍女の説明を聞き、表情を険しくする執事に声を掛けた。

「……申し訳ないのですが、寝室ではなくて、できればゲストルームをお借りできませんか」

「理由をお伺いしても宜しいでしょうか」

「ただの体調不良だったらいいのですが、移ってしまうような病で――このままサイラス様と同じ部屋を使ったら、あの方にも移してしまうと思うのです。鍛えていらっしゃるし、そう簡単には移らないとは思うけれど、不安で……」

　吐き出した言葉に、動悸がする。けして嘘ではないし、そう思っていることも本当だ。けれど、《夫婦》の寝室を使うことが申し訳ないと言う、もうひとつの気持ちだけは知られたくない。

　渋々頷いてくれた執事に、トリシアはほっとしながらお礼を言う。

　そして常時から使用人の手が入り、綺麗にされているゲストルームの一室にトリシアは案内された。かっちりと着飾られたドレスを脱ぎ、寝間着に着替える。

　ベッドに横になると、自然とため息が零れ出た。

「旦那様に連絡を」

　使用人に指示を出す執事の声が聞こえて、トリシアは彼を引き留めた。

「サイラス様には、余計な心配をさせたくないの。休めば大丈夫だと思いますのでどうかあの方にはお伝えにならないで」

「しかし……」

「お願いします」

　口を噤んだ彼は、ため息をひとつ吐いて。

「旦那様に移すのが心配だと仰るのなら、医者の診察を受けてください。奥方様が旦那様のことを心配されるのと同じぐらい、私たちも奥方様のお体が心配です」

　淡々と告げられた言葉。けれど真っ直ぐに向けられた瞳に、からかっているような色は見えない。

　そして彼の後ろに控える侍女が心配そうな目を向けてくるものだから、トリシアは戸惑いながら、気付けば頷いていた。

　再び、使用人たちが慌ただしく動き回り始める。

　しばらくすると以前に紹介されたことのある女性医師がやってきた。彼女はトリシアにいくつか問いかけ、そして心音を聞いたりすると、「少し疲れが出たのでしょう」と言った。

「ここのところ食欲も落ちているとのことですし、もしかしたら近々熱が出るかもしれません。いくつか薬を渡しておくので、何でも良いから食べたあとに飲んでください。熱冷ましも念のため置いていきます」

「ありがとうございます」

「いいえ。お大事になさってくださいね」

　優しく微笑み、彼女は部屋を出ていった。

　安静に、との医師の指示で、部屋に残ったのはトリシアだけになる。

　ベッドに潜り込み、目を閉じるけれど、先ほど見かけた光景――そして、以前見た姿が脳裏に焼き付いて、嫌な想像ばかりが頭の中を巡る。

　なかなか眠れず、やっとのことでうとうとできたと思ったら、人の声が聞こえてきて、意識が浮上してしまう。髪に何かが触れている気がして、トリシアはゆっくりと瞼を開いた。

「トリシア……」

　身動ぎをしたことでトリシアが目を覚ましたことが伝わったのか、その人はどこか安心したような穏やかな声で、彼女の名前を呼んできた。

　聞き覚えのあるその声に、トリシアの意識が一気に覚醒する。

　ぱちりと目を開いたら、ベッドに腰を掛けて彼女の髪を撫でていたのは、サイラスだった。慌てて、トリシアは体を起こす。

「サ、サイラスさま……お帰りなさい、ませ」

「ただいま。せっかく寝ていたのにごめんね」

「いえ、眠れなかったので、大丈夫です」

　心配されて嬉しいと思ってしまう自分を叱咤していたら、サイラスが再び、問いかけてくる。

「体調はどう？」

「大丈夫、です。ご心配お掛けして、お出迎えにも出られなくて、ごめんなさい」

　窓から入り込む光はまだ茜色で、現時刻は普段彼が帰ってくるよりもかなり早い時間だと言うことはトリシアにもわかった。

　恐らく、使用人が彼に連絡をしたのだろう。

　よく見ればサイラスの肌は僅かに汗ばんでいる。優しい彼のことだから、きっと連絡を受けて、慌てて帰ってきてくれたのだろう。

　サイラスには言わないでと言ったのに、伝達ミスなのか、それともあえて彼に伝えたのか、それはわからない。喜びと、会いたくなかったような気持と、複雑な思いがこんがらがって、浮かべた笑みが引き攣ってしまった。

　どこかぎこちないトリシアの様子に違和感を持ったのだろうか。サイラスがじっと、トリシアの顔を覗き込んでくる。

「……本当に？」

　確かめるような言葉に、彼女は頷いた。

　サイラスは腕を持ち上げると、トリシアへ伸ばしてくる。髪を撫で、頬を撫で、抱き締めようとする。

「……っぁ」

　だが、嬉しいはずの抱擁は、トリシアの脳裏に過ぎった光景によって、喜ばしくないものへと変わってしまった。

　無意識に突っ張った手が、彼の胸板を押し返す。

「トリシア……？」

　名前を呼ばれて我に返る。サイラスを見上げると、彼は驚いたような顔で――悲しみを浮かべた瞳で、トリシアをじっと見つめていた。

「じ、実は先ほどから少し寒気と、喉の痛みがあるのです。もし風邪であれば、サイラス様にご迷惑を掛けてしまいます」

　必死に頭を回転させて、トリシアはそう告げる。

「ですからしばらくはこちらでお休みさせてください。治ったら、戻りますから」

　瞳を揺らし、動揺していたサイラスは、上の空のような返事で「ああ」と言った。

「……ゆっくり、休むんだよ、トリシア」

　ふらりと立ち上がったサイラスは、トリシアにそう告げて部屋を出ていった。

　部屋には、再びトリシアひとりが残される。

　彼の抱擁を拒んでしまった。その後悔が押し寄せてくる。

　けれど何度もフラッシュバックする光景に、頭の中も心の中もぐちゃぐちゃだった。

　どうしたらいいかわからなくて、自分が不甲斐なくて涙が出てくる。また、頭の痛みははひどくなっていく一方だ。

　夕食のころには涙は止まったが誰にも顔を見せられなくて、ベッドに潜り込む。使用人に代わり夕食を持ってきてくれたサイラスが声を掛けてくれたが、顔を合わせられなくて眠っている振りを装った。

　子どもっぽいことをしているとわかっていたが、心の整理は付かない。

　サイラスが夕食をローテーブルに置いて部屋を出ていき、トリシアはベッドの中で息を吐き出した。誰もいないことを確認して、ベッドから起き上がる。

　用意されたリゾットを少しだけ食べて、添えられていたフルーツで喉を潤す。薬を流し込むと、トリシアは再びベッドに横になった。

　泣き過ぎたからか先程よりもひどい頭痛がして、目を開けているのが辛い。

　再びベッドに潜り込み、気付いたらトリシアは意識を手放していた。




　そしてその夜、トリシアは熱を出した。

　結婚して環境が変わったことへの疲れと、ここ最近ずっと悩んでいた結婚のことでキャパオーバーを起こし、体が悲鳴を上げたのだ。

　幸いなことに薬を飲んでいたことで重症化せず熱は少しずつ下がり、快方に向かったが、数日経った今でも微熱で体が怠く、ベッドから出られない生活が続いていた。

　そしてトリシアはまだ、夫婦の寝室に戻れずに、ゲストルームで寝起きしていた。

　意識が戻ってすぐ、サイラスからゲストルームではなく夫婦の寝室に戻って欲しいという話はあったのだ。

　トリシアが熱に魘されているのを発見したのは、就寝前に部屋に立ち寄ってくれたサイラスだったという。そのお陰ですぐに対処をすることができた。　

　今回はたまたま立ち寄ったから気付けたものの、また次同じ状況になったら、どうなるかわからない。心配だから、目の届くところにいて欲しい。

　サイラスの言い分はそれで、まったくもって理に適っていた。

　けれどトリシアは、どうしても首を縦に振ることができなかった。

　あなたに病をうつすことはできないから、と、ひたすらにそう言い張って。

　熱が落ち着き、歩き回れるほどに回復しても、トリシアは理由を付け、夫婦の寝室へ戻ろうとはしなかった。

　どうしても、体が寝室へと向かえない。体が震えて、足が動かなくなってしまう。

　夫婦を象徴する寝室という場所だからこそ、自分は場違いな気がして、行けなかった。

　使用人たちが心配していることにも気付いている。

　そろそろ自分の心にも整理を付けないといけない。トリシア自身も、そう感じていた。

「――それじゃあ行ってくる」

「行ってらっしゃいませ、サイラス様」

　寝室は別にしていても、取れるときは食事を一緒に取るし、出迎えをすることは変わらない。

　ただ、トリシアが抱擁を拒んだ日から、サイラスの方からトリシアに触れてくることはなくなってしまった。

　ほんの少しのスキンシップも、ハグも、そしてキスもない。

　出迎えのとき、彼はいつもキスをしてくれた。けれどそれもなくなり、今はただ、笑みを浮かべて挨拶を口にするだけだ。

　自業自得なのに物寂しさを感じてしまう自分に嫌気が指す。

　サイラスが屋敷を出ていったあと、トリシアはぼんやりと窓の外を見つめた。

　健康なときであれば屋敷の女主人としての勤めをしていたが、今は病み上がりだということでサイラスに仕事を取り上げられてしまっている。

　そっと視線を膝の上に落とすと、そこには熱を出して寝込んだことを聞いた姉たちから送られた手紙が広がっていた。

　一番上の姉、フェリシアからは手紙と一緒に花束が。

　そして二番目の姉、ルーシアからは手紙のみだったけれど、そこには何かあったら連絡を寄越すようにと書かれていた。

　あの日約束を取り付けたにも関わらず、直前で約束をなしにした妹に対しての非難は何も書かれていない。

　トリシアが熱を出したとき、再度診察をという話になり、そのときにルーシアの名が挙がった。熱を出す前に診てくれた医者も優秀だったが、身内であることも考慮され、ルーシアに診てもらうことも検討され――けれどそれは、叶わなかった。

　うわごとで、トリシアが「ルーシアお姉様には言わないで」と言ったからだ。

　トリシアにそのときの記憶はなかったが、付いていてくれた侍女がそう教えてくれた。

　右肩上がりになった、ルーシアの癖のある字をなぞりながら、トリシアは姉のことを考える。

　聡明で明るくて、仕事柄、騎士団のことにも詳しいルーシアは、サイラスの妻であったなら、その能力をいかんなく発揮していただろう。

　男にも向かっていく負けん気の強さはあるけれど、サイラスであればきっとそこもカバーできる。

　それに何より、普段は邪魔だからと適当に引っ詰められた髪に白衣で気付かれないことが多いが、姉は美人だ。太陽なんて大げさだと言った貴族の令息が、着飾ったルーシアを見て、言葉をなくし、見惚れてしまったという話を何度も聞いた。

　そんな姉を、サイラスは一度ではなく何度も見ているはずだ。外見ではなく、内面に惚れていてもおかしくはない。

　ふたりが想い合っていて、サイラスがルーシアと添い遂げるには、トリシアの存在は邪魔でしかなかった。

　――異性として好かれていなくても構わない。ただ少しでも好意を持ってくれていれば、結婚した経緯を考えれば、夫婦としてうまくやっていける。

　異性として愛されなくても構わない。自国の第三王女、幼馴染みの妹、幼いころに交流を持っていた年下の手のかかる少女、理由は何でもいい。少なくとも好意的にさえ思ってもらえていればそれで良い。――はずだったのに。

　心は貪欲で、ひとりの女として愛して欲しいと思ってしまっている。

　彼に愛されたい。王女としてではなく、幼馴染み・テオドアの妹としてでもなく、ただのトリシアという女として、愛して欲しかった。

　ルーシアに対しても劣等感が湧き上がり、そんな自分が醜くて仕方なくて、苦しい。

「私はこの屋敷を、出るべきなのよね」

　気付いたら、言葉が自然と零れてきていた。

　色々重なって、心が弱っていたのかもしれない。けれどそれが、一番いいことのように思えた。

　直後に、そう遠くないところで陶器が擦れ合う、大きな音がした。

　我に返ったトリシアは、今この部屋にいるのは自分だけではないことを思い出す。少し離れたところで、お茶を淹れてくれた侍女が顔を白くしていた。

「も、申し訳ございません……っ」

「私の方こそ、ごめんなさい。今の言葉、忘れて頂戴ね」

　幸いなことに割れたものは何もなかったが、念のため食器を代えてくると彼女は出て行った。

　人の気配にすら鈍感になるなんて、相当参っている。

　――近いうちに、きちんと決着を付けないと。

　そう考えるだけで、胸がひどく、苦しかった。




　だが、その夜のこと。

　玄関が荒々しく開かれる音がして、使用人たちの慌てたような声が聞こえてきた。ちょうど廊下にいたトリシアが何事かと玄関へと向かうと、そこにいたのはサイラスだった。

　恐らく定刻で上がってきたのだろう。

　それにしては、いつもきっちり締まっている胸元が開けられていたり、前髪を掻き上げて額が出されていたりと、普段は中性的とも言える姿なのに、今日は随分と雄々しく見えてどきどきする。

　ちょうど執事と話しているようなので、声を掛けられず立ち尽くしていたら、トリシアの姿に先に気付いたのはサイラスの方だった。

　彼は執事との話を切り上げ、大股でトリシアの方へ近付いてくる。

「サイラス様おかえ……きゃっ」

　言葉の途中でサイラスはトリシアの手を取り、そのまま引っぱった。

　危うくバランスを崩しそうになるが、サイラスが支えてくれる。掴まれた腕は強く、痛みすら覚えるのに、支えてくれる腕は温かく、そして優しかった。

「夕食は後だ。……用があったら呼ぶ。それまでは部屋に誰も近付けるな」

「かしこまりました」

　冷え冷えとしたサイラスの声が玄関ホールに響く。トリシアは、思わずびくりと肩を震わせた。

　ざわめきが耳に入ってくる。動揺している他の使用人たちとは異なり、彼の言葉に返事をする執事の声は冷静だ。

「っぁ……」

　サイラスがトリシアの手を引く。

　いつもならば彼女に合わせてくれるはずの足の速さは一方的なものだった。まるで余裕がないと言うように、サイラスは廊下を進んでいく。

「サイラス様、一体何が……っ」

　トリシアは、何か何だかわからないまま、サイラスの後ろを追う。彼に合わせた速度の所為で、トリシアの足は小走りになる。

　名前を呼んだけれど返事はなく、トリシアは黙って彼の後を追いかけることしかできない。歩き慣れた廊下を、サイラスの後を追って進む。

　この先に誰の部屋があるのか、考えなくてもすぐにわかった。

　サイラスが足を止めたのは、夫婦の部屋――寝室だった。どこか乱暴に扉を開け放ち、彼はトリシアを部屋に押し込む。

　そして扉が閉ざされ、鍵が施錠される無情な音が、トリシアの耳に届いた。

　部屋には、窓から入り込む月の光以外、入り込んでは来ない。

「――この屋敷を出るべきなのかと、言ったそうだね」

　静寂の広がる部屋に響いたサイラスの言葉に、トリシアは固まった。その声は淡々としていて、感情が読み取れない。

　だが、今はサイラスがどんな表情をしているのかよりも、そのことを知られてしまったということでトリシアの頭の中は混乱していた。

　恐らく侍女が執事にそのことを話し、そこから彼に連絡が行ったのだ、ということは予想できる。けれど、まるで怒っているかのような、こんな反応をされるとは思わなかったのだ。

　どう言葉を返せばいいのか、わからない。

　トリシアが動揺していると、床と靴が擦り合う音が聞こえた。サイラスがブーツの足音を響かせて、近付いてくる。

　俯かせた視界にサイラスの着ている軍服が映り、衣擦れの音がしたかと思うと、ゆっくりと腕が持ち上げられる。

　――叩かれるかもしれない。

　雰囲気から咄嗟にそう思って目を瞑ったが、やってきたのは頬に走る痛みではなく、痛いぐらいに体を抱き締めてくる温もりと、サイラスの匂いだった。

「そんなこと、俺は絶対に認めない」

　離すものかと言わんばかりに、サイラスはトリシアの体を抱き締めてくる。

　久しぶりに感じる彼の温もりに、トリシアの心臓がいっそう早く鼓動する。

　けれど同時に、胸が痛んだ。これがもしトリシアでなくて、ルーシアなら――サイラスとふたり、こんな不毛なやり取りをすることなく、仲睦まじく、似合いの夫婦として順風満帆に暮らしていたはずだ。

　――短い間だったけれど、好きな人と結婚できたというだけで、私は十分幸せでした。だから今度こそ、あなたに幸せになって欲しい。

　別れを告げるのならば、トリシアの方から告げるのがいいだろう。姉は気にしないだろうが、世間的に彼の名前に泥を塗りたくはない。

　そう思って言葉にしようとしたのだけれど、トリシアの口からはすぐに別れの言葉は出てこなかった。上手に言葉が紡げない。

　何度も口を開いては閉じを繰り返し、苦肉の策でサイラスの名前を呼ぼうとしたトリシアだったが、そのとき彼女の口から零れたのは、彼の名ではなく小さな悲鳴だった。

「っきゃ……！」

　ふわりと感じる浮遊感。体を、持ち上げられている。

　そのことに気付いたのは一拍置いたあとで、サイラスによって横抱きに抱えられていると知ったのは、それからさらに数秒後だった。

　困惑で、現実の把握が間に合わない。

　歩き出したサイラスが向かったのは、ふたりが寝ても十分な大きさのあるベッドだった。一度だけ肌を重ね、そして共に眠ったそこにトリシアを横たわらせる。そして彼女の腕をシーツに縫い付け、上からのしかかった。

　ぎしり、とベッドが軋む、音がする。

「……どうしたら」

　彼の灰色混じりの青い瞳が、トリシアを見下ろしている。

　その瞳がどこか苦しげで、今にも泣き出してしまいそうな色をしていて、目を離せない。

「どうしたらあなたを、俺の妻に繋ぎ止めておける……？」

　サイラスが続けた言葉は、普段の彼からは遠く離れた、ひどく自信のない小さな声だった。
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『どうしたらあなたを、俺の妻に繋ぎ止めておける……？』

　落とされた言葉に、トリシアは目を見開いた。

　その声色もだが、その言葉はまるで彼が自分のことを求めてくれているように……それこそ、都合の良いように聞こえてしまう。

「……サイラス様が望まれるのであれば、私はずっと、あなたの妻です。ご心配、なさらないで」

　微笑んだ、つもりだった。

　彼が仮初でも妻を求めているのなら、今ならまだ、気持ちを押し殺して彼の妻として在れる。トリシアは必死に自分にそう言い聞かせた。

　けれどサイラスは必死に作り笑顔をするトリシアを見つめ、苦しそうに表情を歪めたかと思うと、どうして、と呟いた。

「どうして、そんなに悲しそうな顔で笑うんだ。俺との結婚は、そんなにもあなたを苦しめていたのか？」

「え……」

「幸せを感じていたのは、俺だけだったんだな」

　自分に言い聞かせるように、サイラスが自嘲する。

　頬をするりと、撫でられた。

「――俺には、ずっと好きな女性ひとがいるんだ。その方が幼いころに出会って、彼女の兄と幼馴染みだと言うこともあって、彼女は俺に懐いてくれた。妹のように可愛かった――そのように、思っていたつもりだったのに」

　見つめてくる瞳が細まり、柔らかくなる。愛しいものを見つめるように、甘く解けた。

　――その視線の意味を勘違いしてしまいそうだった。

「成長する彼女を見守っているうちに、加護欲ではないものが生まれてきた。王女としてではなく、妹のような存在としてでもなく、ひとりの女性として、彼女を守りたいと。……けれど、一騎士のそんな願いは叶えられるはずがないと諦めていた」

　吐露される彼の気持ちに、胸が苦しくなる。

　思わずじわりと目尻に涙が浮かんだ。浮かんだ涙は、サイラスの指先に拭われる。

「そんなとき、王から国に貢献していることの褒美を与えると言われ……俺の気持ちを知っている幼馴染みが口添えをしてくれたらしくて、彼女を――第三王女トリシアを妻に娶れることになった」

「……え？」

　彼の口からもたらされた情報に、トリシアの思考が止まる。

　反射的にサイラスを見上げたら、彼は眩しいものを見るような目で、トリシアを見つめていた。

「あまりに嬉しくて、あなたが愛おしくて……できれば初夜は優しく抱きたかったのに、今まで我慢していた反動で、手酷く抱いてしまった。翌朝、あなたの体に残った痕を見て、とても申し訳なくて……自制をしようと決めたけれど、どうしても体はトリシアの姿や匂いに反応してしまう。このままだとまた乱暴に抱き、あなたに嫌われるかもしれない。そう思ったら、気付いたら距離を置くようになってしまった」

　困ったようにサイラスが笑う。

「本当は、たくさん触れたかった。甘やかして、笑いかけて欲しかった」

　表面上は、必死に繕っていた。幼いころには交流があったとは言え、政略的な結婚で、トリシアにはほぼ拒否権はなかったも同様だろう。だからせめて、優しい夫でいたかった――とサイラスは言った。

「けれど悶々としているうちにトリシアの笑顔は曇っていって、体調を崩して、移すと申し訳ないからと、あなたはゲストルームを使うようになった。どうしたらあなたの笑顔が戻ってくるのか、俺はそればかり考えていた」

　屋敷からの使者が急ぎの手紙を持ってきたのは、そんなときだった。

《奥方様が、屋敷を出ることをお考えのようです》

　中身を読んだサイラスは目の前が真っ暗になるのを感じたのだという。

「どうして相談してくれなかったのかと、トリシアの顔を見たら頭に血が上ってしまって……俺だって、自分の気持ちをあなたに隠していたのに。腕を強く引いて、ごめん」

「い、いいえ、それほど強く引かれたわけではないので、大丈夫です」

　困惑と驚きと、恥ずかしさが次々にトリシアの中に湧いてくる。

『女遊びが派手そうな顔をしているし、そんな噂も聞くけれど、実際はどうなのかしらね。テオドアお兄様は、優秀で人をあしらうのは上手、だけど不器用な方って仰っていたけれど』

　数年前にサイラスを見て、一番上の姉、フェリシアが言っていたことをふと思い出す。

　そのときは、前者に関しては共感して、不器用な人というところには首を傾げていた。

　トリシアはサイラスのことを、器用な人だと、ずっと思っていた。何事もそつなくこなすイメージだったから。

　けれどもしかしたら、トリシアが思うほど器用な人ではないのかもしれない。

　だって今、月明かりに照らされた顔は気まずそうで、どう言葉を発すればいいのか迷っていると言わんばかりの表情だ。その顔を見ていると、尚更そう思えてきた。

「……ひとつ、お伺いしても宜しいでしょうか」

「ああ」

「私は、サイラス様のお気持ちを、一度も聞いたことがございません。今のお話を伺うまで、父……王の命で止むを得ず、この結婚のお話を受けたと思っていたのです」

　静寂を遮るのに、勇気が要った。けれど、彼の気持ちを聞いたならば、トリシアも隠し事はなしにしようと思った。

　ずっと心の中に秘めていたことを吐露させると、サイラスは目を見開いて、そして肩を落とした。トリシアが指摘したことに思い至ったらしい。

「それにサイラス様はルーシアお姉様と仲が良さそうで……本当は姉様と結婚したかったのだと」

「それはない。騎士団にいたころから世話になっていたことと、姉がルーシア様の侍女をしている縁で少し話をするだけだ。――最近はあなたとのことで……少し話を聞いて頂いていたけど」

「私とのこと……？」

「……妻が……トリシアがあまりにも可愛くて、愛おしすぎて、どう接したらいいのかわからないと」

　その言葉を聞いて、トリシアの頬に朱が走った。

「っそういうこと、は姉様ではなく……その、私に相談して、ください……」

　顔がひどく、熱い。姉は一体その話を、どんな顔をして聞いていたのか。どうやら自分はひどい勘違いをしていたらしい、ということも相まって、トリシアは姉と次にどんな顔をして会えばいいのかわからなかった。

　トリシアはサイラスの顔を見られなくて視線を逸らしてしまっているが、雰囲気で彼が息を飲んだのがわかった。

「それと家を出るべきなのかと言ったのは、サイラス様が本当はルーシア姉様と結婚したかったのだと思っていたからです。それが私の誤解で、その、私のことを少しでも好いてくれていると言うのなら、サイラス様の妻で、いたいです。――ただ」

　一度言葉を切って、勇気を出して、ゆっくりと視線を上げる。

　サイラスを見つめると、不安に揺れる灰青色の瞳と目が合った。安心させようと思ったら、自然と笑みが浮かんでくる。

「ただ、もしこれからもあなたの妻でいさせてくださると言うのなら……できればサイラス様のお気持ちを伺えたら、嬉しいです」

　心臓がどきどきと、うるさいぐらい高鳴っている。

　声は、震えていなかったはずだ。

　けして嫌われてはいない。寧ろ好いてくれていると言ってくれた。それでも、彼の気持ちを直接聞くのが怖かった。

　どんな色になるかわからない彼の瞳を見つめているのが恐ろしくて、そっとトリシアは視線を落とす。

「――トリシア」

　少しの静寂のあと、サイラスがどこか緊張を孕んだ、けれどしっかりした声でトリシアの名前を呼んできた。

　頬に彼の指先が滑る。顎を持ち上げられてサイラスを見つめると、彼の表情は赤みを帯びながら、柔らかく綻んでいた。

　彼の端正な顔が近付いてきて、額にこつん、と彼の額が触れる。

「トリシア」

「は、い」

「あなたを、愛しています」

　そのまま軽く、羽根に触れるみたいにくちびるが重なった。

　くちびるが離れると、サイラスの瞳がじっとこちらを見つめていた。蕩けそうなぐらいに甘い色だ。

　思わず、トリシアの瞳から涙が溢れた。

　それは今までに零した悲しみの涙ではなくて、嬉しくて溢れてきた涙だった。

「っ私、も、サイラス様を愛して、おります」

　言いたくて、けれど言えなかった想いを口にしたら、再びキスが落ちてきた。

　くすぐったさすら感じる、宥めるような口付けが、何度も何度も降ってくる。

「トリシア……」

　熱を帯びた瞳が、声が、トリシアを呼ぶ。

　その色に、トリシアの胸はどきどきして、翻弄されている。

「ぁ……っ……ん、んんっ……」

　次第に口付けが深くなってきて、トリシアはサイラスに手を伸ばした。距離を作ろうと彼の胸板に手を突っ張ろうとしたが、絡め取られて、抵抗を無にされる。

　くちびるを割って入り込んできた舌がトリシアのそれと絡まる。苦しいのに気持ちが良くて、背筋が震えた。

　唾液が混ざる水音が部屋中に淫らに響く。

　口内を荒らされて、呼吸がままならなくなったトリシアの体から力が抜けていった。

「かわいい」

　くちびるが離されて、サイラスが囁いたその言葉にトリシアは顔を真っ赤にする。

　今までに何度も言われたことのある褒め言葉が、今までとは違うように聞こえるのは気のせいだろうか。

「ッサ、サイラスさま！　お話は終わりましたし、夕食に致しましょう……っ」

　だからトリシアは、話を転換させた。

　このまま彼の温もりを感じていたら、嬉しいけれど恥ずかしくて、色々と心が持たない。

　密着する体を以前のように拒むようにするのではなく、やんわりとかわそうとする。けれどトリシアは仰向けになり、ベッドに押し付けられていて、思ったように身動きが取れなかった。

　逃がすつもりはないようで、サイラスが拘束を弱めてくれる気配はない。

　一度手首の拘束が弱まったかと思ったら、彼は片手で簡単にトリシアの手首を掴み、再び頭上に縫い付けた。

　あまりにも無駄のない動きで、思わず感心してしまう。しばらくそちらに気を取られていたが、首筋の開放感に視線を落とすと、結ばれていたリボンがはらりと落ちるところだった。

　感心している場合ではないと気付くのは、少し遅かったらしい。

　露わになった首筋に、サイラスが口付ける。びくりと体が反応してしまった。

　上目遣いで熱の籠もった瞳を向けられ、艶やかな笑みを浮かべたサイラスにじっと見つめられる。

「夕食より、トリシアが食べたい」

　迷いない口調でそう言われたら、トリシアは顔を真っ赤にする他ない。

　まさかサイラスの口からそんな言葉が出てくるとは思わなかったのだ。

　サイラスのくちびるが、再び首筋に触れる。軽いキスなのに、触れた箇所が熱を帯びて熱い。心臓が早鐘を打つ。

「……良いかな？」

　一方的に進めるのではなくて、確認を取ってくるサイラスにトリシアは真っ赤になりながら頷いた。

「ありがとう」

　微笑まれて、くちびるにキスをされる。

　口付けをしながら、解かれたリボンの下のボタンをサイラスは器用にも片手で外していく。

「ふ……ぁ……んん」

　キスは止まず、トリシアは翻弄されるばかりだ。

　口内にサイラスの舌が入り込み、逃げようとするトリシアの舌は捕えられた。唾液の絡まる水音が淫靡に響く。

　深い口付けに次第にトリシアの息が上がっていった。

　口内を散々荒らされて、やっとのことでサイラスがくちびるを離したときにはトリシアは涙目で、肩で息をする状況で。

　ぺろりとくちびるを舐めるサイラスの仕草に、どきりと胸が、お腹の奥が疼いた。

「……ぁっ」

　はだけられた所為で露わになったドレスから、ふたつの豊満なふくらみが零れ出る。羞恥心で咄嗟に隠すために身を捩るけれど、サイラスがそれを許してはくれなかった。

「トリシア、駄目だよ」

「ゃ……ぁ、んん……」

　サイラスの言葉に、トリシアの体は思わず従う。

　彼の顔が下降して、トリシアの胸元に至る。そしてふくらみの上に、そっとくちびるを落としてきた。何度か羽根のように軽いキスをされたと思ったら、吸い上げられて、そこに痛みが走る。

　サイラスの手が伸びてきて、揺れるふくらみを揉み上げる。

「は……ぁん……あぁっ」

　熱い舌が胸部に這わされて、先端の突起に絡みつく。もう片方の胸は、サイラスの手に揉まれて形を変え、擦るように手のひらで先端を刺激される。

　嬲るように胸を責められて、柔らかかった芯が固くなっていく。

「真っ赤にして……ここ、茱萸みたいで美味しそうだ」

「……ぁ、ゃあぁ！」

　赤く色づいた突起をぱくりと食まれ、甘噛みされて、トリシアの口から甘い悲鳴が零れた。びりびりとした感覚が背中を通り抜けていく。

「トリシア、腕を俺の首に回せる？」

「ん……」

　拘束されていた両手が解放され、ぼんやりとした頭でサイラスの言葉に頷いたトリシアは、彼に手を伸ばした。首に腕を回すと、よりいっそう体が密着して、彼の体温を感じることができる。

「そんなに胸……触られたら……頭、変になってしまい、ま、す……ぁあ……っ」

「いいよ。俺しか見てないから、いくらでも変になって。可愛い顔、見せて」

「かわいく、なんか……はぅ……んんっ」

　固くなった突起を爪の先でしごかれて、びくびくとトリシアの体が震えた。

　胸に刺激を受けるたびに、トリシアの爪がサイラスの背中をシャツ越しに引っかく。

　柔らかいくちびるで食まれ、時折歯で噛まれて、唾液を絡ませながら熱い舌で転がされ、痛痒いような刺激がトリシアを襲う。

　不慣れな体はそれでも、好きな人に触れられているという現実に快楽を覚え、反応していく。初夜のときに感じた快楽を引き出されて、少しずつ体は開かれていった。

　やがて下肢に涼しさを感じて、トリシアはぼんやりとした頭の隅で疑問符を浮かべる。だが、朧気な頭では答えを出すことは難しく、不意に下に視線を向けた。

「ぁ……やっ……お待ち、くださ……っ」

　膝の辺りを、新たな温もりが撫でていく。それがサイラスの手だと言うことに気付くのに、それほど時間は掛からなかった。

　ドレスの裾を捲り上げられているから下肢が涼しいのだと思い至り、身を捩って逃げようとしたが、力の抜けた体では大した抵抗にはならない。

「待てない」

　けれど何より彼の、熱を帯びた瞳と掠れた――色っぽい声に、勝てなかった。

「ぁ、んん……っ」

　擦り合わせていた腿の内側にサイラスの大きな手が滑る。足の付け根に彼の手の感触を感じた瞬間、トリシアは目を瞑った。

　愛液に濡れた下着越しに、サイラスが秘部を撫でてきた。

　割れ目をなぞられて、トリシアの下肢がびくりと震える。

「は……ぁむ……ん」

　くちびるを塞がれる。角度を変え、何度も口付けられて、それがどうしようもなく気持ちがいい。

　口付けに夢中になっていたら、気付けば下着を剥ぎ取られ、直接サイラスの指がトリシアの秘部に触れていた。水音が厭らしく、部屋の中に響く。

「あっ……ん……あっぁっ」

　溢れる蜜を纏わせた指に花芽を擦られ、押し潰されて、そこからびりびりとした快感が背中を駆け上がっていく。

　もう片方の手は震える胸を下から掬うように揉んでくる。と思えば、サイラスの指先が赤く充血した胸の突起を捏ね、胸と秘所を一緒に責め立てられ、トリシアは何も考えられなくなってしまう。

「サイラスさま……っや……一緒に、触られ、たら……んっぁあっ」

「うん？　一緒に触られたらどうなってしまうのか、俺に教えて、トリシア」

「そ、んな……や……はずか、し……ふぁ」

「トリシア」

　熱っぽい声で名前を呼ばれたら、トリシアは抗えなかった。

「っき、もち……良くて……また、おかしく、なってしまい、ます……あ、ぁあ――ッ」

　いい子だね、という囁きを耳で拾った直後に、緩く嬲られていた花芽を強く刺激されて、トリシアの体は一気に絶頂へと駆け上った。

　甘えるような嬌声が、口から零れ出る。

　緩い倦怠感が体を襲う。辛うじてサイラスの首にしがみついていた腕から力が抜けて、ベッドに落ちた。

　トリシアの呼吸が整わないうちに、サイラスは彼女の膝を掴み、足を広げる。彼が体をずらせば、厭らしく蜜を零す場所がサイラスの眼前に晒された。

　隠さなければと、辛うじて残った理性でトリシアはそう思う。だが、絶頂のあとの余韻で体は思うように動いてくれなかった。必死に呼吸を整えようとしていたが、それより前に動いたのはサイラスで、彼は頭をトリシアの足の間に近付けていく。

「何、を……あっああ！」

　何をするのかと思っていると、ぬるりとしたものが、先ほど指で弄られた花芽をつつく。それがサイラスの舌だと気付き、トリシアは動揺した。

「サイラス、さまっ……そこ、汚い、ところですから……ぁっ」

「汚くないよ。それに、こんなに甘い」

　抵抗するが、力の入らない体ではサイラスの力に勝てない。

　愛液と唾液が混じって、その音にさらに耳を犯される。

　トリシアの体が大きく震える。花芽を舌で押し潰され、くちびるが触れてキスをしてくる。敏感になったそこを食まれたら、達したばかりのトリシアはたまらなかった。

「っふぁ……あんっぁっ」

　サイラスの顔を押し退けようと腕を伸ばすけれど、体は言うことを聞いてくれず、伸ばした腕に力が籠らない。

　押し寄せてくる快楽に思考が蕩ける。

「あ……ん、んっ」

　しばらくして蜜口に舌ではないものが押し当てられ、サイラスの指が蜜を纏わせて、ゆっくりと進入してきた。

「痛くない？」

「ん……っだい、じょうぶ、です」

　頷いたら、侵入してきた指に内側を擦られる。溢れ返った愛液が、くちゅくちゅと音を立ててサイラスの指を濡らしているのが聞こえた。

「は……あんっ……ぁあっ」

　内側を指で擦られ、敏感になった花芽を舌で弾かれる。

　気持ちいい。けれど、恥ずかしい。

　気持ちは相反するが、湧き上がってくる悦楽には抗えず、トリシアは涙を零しながら二度目の高みへと上った。

　体を震わせ、ベッドに沈み込んだトリシアから、サイラスが離れていく。

　飛びそうになる意識を必死に繋ぎ止めながら彼の姿を追うと、ぺろりと自身のくちびるを舐め、トリシアの蜜に濡れた指を舐め取るところだった。トリシアの視線に気付いたサイラスが、くすりと笑みを零す。

　その笑い声にすら体が反応してしまって、トリシアの口から甘美な吐息がひとつ零れる。

　サイラスはトリシアの体からドレスを剥ぎ取ると、自身も身に付けていた衣服を脱ぎ捨て、トリシアにのしかかった。

　見下ろしてくる灰青色の瞳に、獲物を狙う肉食獣のような鋭い光が揺らめく。

「サイラス、さま……」

　名前を呼ぶと、僅かに彼の表情が和らいだ。

　サイラスはトリシアの膝裏を抱え上げ、愛液を零し、ひくつく蜜口に自身の欲望を押し当てた。熱くて硬い雄芯が、蜜口にゆっくりとのめり込んでくる。

「は……ぁ……あ……」

　圧迫感のあるものがトリシアの狭い蜜口に侵入する。

　初めてのときほどではないが、思わず息を止めてしまうぐらいに苦しい。

　ぼろぼろと溢れてきた涙をサイラスが拭う。無理矢理押し入るのではなく、彼女に気遣いながら、サイラスは腰を進めてくれた。

「あ……ん……ぁあ……っ」

　そしてぴったりとふたりの腰が重なると、トリシアの瞳から苦しさとは違う――喜びの涙が零れてきた。

「サイラスさま……」

「トリシア」

　サイラスの背中を抱き寄せながら微笑むと、彼の手が頬を撫で、そして髪を梳いた。目尻に流れた涙を指先で拭ってくれる。

　顔が近付いてきて、額同士がくっつく。

　政略結婚だからと、結婚した日の夜は不安でいっぱいだった。相手は好きな人だったから喜びはあったけれど、それでも、王の命令で妻を娶らせてしまったことに後ろめたさを感じてもいて。

　なのに今は、ただ嬉しかった。

　ずっと好きだった。けれどこの思いは片想いでしかなく、そしてこれからも、叶わない想いを抱えて生きていくのだと、思っていた。

　けれど、トリシアだけの気持ちではなかった。両想いだったと知り、よりいっそうこの瞬間が幸せなものなのだと感じる。

　今やっと、トリシアは本当の意味で彼の妻になれたような気がした。

　嬉しさを感じながらトリシアがサイラスの首に回した腕に力を込めると、はあ、と彼は大きく息を吐く。

　顔を合わせたら、サイラスは眉根を寄せて苦しそうに息を吐いていた。トリシアが声を掛けようとすると視線が交差し、次の瞬間、奥を突かれた。

「ひ、ぁあ！」

　ゆっくりと雄芯がトリシアの中を擦った。

　トリシアの中を自分のもので慣らそうとするかのように、揺さぶってくる。

「は、ぁ……んっ……ぁあ……」

　苦しさが次第に気持ちよさに変化していく。

　出し入れを繰り返され、溢れた蜜が攪拌される音が反響した。

「ぁっ……んっ……あん、あ……っ」

　淫らな水音の中に自分の甘ったるい声も混じって、それがまたトリシアの快楽を増長させる。

　サイラスの胸板に胸が挟まれて押し潰された。硬くなった胸の先端が擦れ、びりびりと電流のようなものが駆け上って、さらなる気持ち良さを生み出す。

「あ……んっ……あんっあっ……ぁあっ」

　サイラスの雄芯に奥を突き上げられて、トリシアは甘く啼いた。

「は……トリシア」

　名前を呼ばれて目を開けると、普段より色気の増したサイラスの姿が視界に入り、トリシアの胸がどくんと跳ねた。

「サイラスさま……っぁ……すき、……っ愛して、おりま……ひ、ぁあ！」

「っ俺も、愛しているよ、トリシア」

　気持ちを伝えたら、奥を強く抉られて、トリシアは悲鳴を上げた。

　熱情を秘めた、甘ったるい愛の言葉が落ちてくる。

「あ……ぁあ……や……あっあぁっ」

　限界が近くなり、トリシアは思わず頭を左右に振った。高みに上ることが怖くて、これ以上おかしくなりたくはないと思ったのだ。

　だがサイラスは責めの手を緩めるどころか、トリシアの腰をしっかり掴み直すと、サイラスより激しい動きで彼女の最奥を穿った。

「ひ……ぁああ――っ」

　トリシアの視界が一気に弾ける。しがみついていたサイラスの背中に爪を立てながら達してしまった。

　サイラスの雄芯を納めている秘部が収縮する。

　数度腰を押し付け、サイラスは誘われるようにトリシアの中に精を放った。

　荒い、ふたり分の呼吸音がお互いの耳に届く。

　トリシアは目を閉じ、絶頂の余韻に浸る。体には倦怠感が襲いかかってくるが、それでも気持ちはとても幸せで、嬉しかった。

　――このまま、眠って、しまいたい、わ……

　瞼がゆっくりと落ちそうになる。

「……まだだよ」

「ぇ……ひ……ゃっあ！」

　再び軽く腰を揺らされて、トリシアは眠りから強制的に起こされた。

　初夜のときは行為を終えたらすぐに引き抜かれていた雄芯はトリシアの中から抜かれてはおらず、それどころか強度を取り戻し、彼女の中を再び埋め尽くしている。

　トリシアが困惑気味にサイラスを見上げると、彼の灰青色の瞳の中には冷めやらぬ熱が強く浮かんでいた。

「今まで我慢してきたんだ。一度だけじゃ足りない。もっとトリシアを感じさせて？」

　疑問系で尋ねられたけれど、それはほぼ確定事項で。

　それでも触れている熱は気持ち良くて、愛おしくて、トリシアは返事の代わりに自分からサイラスに――大好きな夫に、キスをした。



　その返事を後悔することになるのは、数分後のことになる。



　――それからと言うもの、気持ちを隠さなくなった夫に色んな意味で苦労することになるトリシアだったが、子どもにも恵まれ、ふたりは生涯、おしどり夫婦として知られることになるのだった。










番外編











　誤解がトリシアの勘違いだったということが判明し、本当の意味でサイラスと甘い新婚生活を過ごしていたある日のこと。

　アフタヌーンと言うべき時間にとある人物を訪ねるため、トリシアは城にいた。

　彼女が今いるのは、目的の人物――二番目の姉、ルーシアが詰めている王城の医務局だ。

　先日、サイラスとの関係を確認するべく、トリシアはルーシアに時間を取ってもらった。だが、直前でトリシアはその約束を反故にしてしまい、謝罪をしたいと改めて姉にお願いをして、時間を取ってもらったのだ。

　ルーシアは「可愛い妹の頼みならいつでも」と言って、忙しいところ時間を空けてくれ、トリシアはこうしてルーシアの元を訪ねてきた。

　――その胸に、緊張感を抱きながら。

　王族としては珍しく、医者という職を持つルーシアは、基本的に医務局に引きこもっていることが多い。

　彼女が医務局の責任者に名を連ねるようになってからは自室も与えられている。今回トリシアが訪ねたのは、医務局のルーシアの自室だった。そこはたくさんの本が積み上げられ、微かに薬草のにおいがする。

　テーブルの左右に向き合うように置かれたソファーの片側を勧められ、トリシアは腰を下ろす。その向かい側に、ルーシアが座った。

　そしてトリシアはまず、先日約束を反故にしてしまったことの謝罪をした。ルーシアは体調が悪くなったなら仕方ないと言って、逆にもう大丈夫なのかと心配してくれる。大丈夫だと伝えると、安心した顔をされ、彼女を避けていたことが思い出されてトリシアの胸がちくりと痛んだ。

　ほっと胸を撫で下ろしながら、それでも緊張感が薄れないのは、今回ルーシアの元を訪ねた理由は謝罪の他にもうひとつあり、それが一番大きく占める緊張感の理由だからだった。

　サイラスの姉であり、ルーシアの侍女であるエミリーが淹れてくれた紅茶を飲みながら、どう切り出そうかと迷っていると、

「それで……謝罪ならもうとっくにもらっているし、わざわざそのためだけに来たわけではないでしょう。勘違いだったら申し訳ないけど、それ以外でわたしに用があったと見てるけど、どう？」

　ルーシアはそう言って、トリシアと似た、けれどまったく雰囲気の異なった顔に笑みを浮かべた。

　どくり、と心臓が大きく跳ねた。膝の上で重ねた手を、知らず知らずのうちに強く握る。

「……ルーシア、お姉様」

「うん？」

　名前を呼んだら、普段通りの返事を寄越される。

「あの……」

　何度も口を開いては閉ざしを繰り返す。焦れったいだろうに、ルーシアは言葉の先を促すことはなく、ただ、黙って待っていてくれた。

　か細い息をひとつ、零す。トリシアは声を振り絞って、言葉を口にした。

「……私、サイラス様とルーシアお姉様は想い合っていらっしゃるのだと、ずっと思っていたのです」

　膝の上に重ねた手をぎゅっと握りながらルーシアにそう切り出すと、姉は口に含んだ紅茶を危うく吹き出しそうになり、慌てて飲み込み、勢いよくトリシアを見上げた。

　トリシアと同じ色の碧眼と、ばっちりと目が合う。

　ルーシアの後ろに控えていたサイラスの姉――エミリーも硬直して、目を丸くしてトリシアを見つめていた。彼女は一拍の間が空いて、あらあら、と呟く。

　姉はひどく驚いたように目を見開いて、頭を抱えながら深く息を吐き出した。

　けれど、エミリーが出した紅茶を一口飲み、気を取り直すようにルーシアはトリシアを見つめる。

「トリシア」

　そして静かに名前を呼び、ルーシアが吐き出した言葉は。

「わたしが自分から医務局を辞めて、しとやかになって、着飾って舞踏会に出て生涯の伴侶を自分で探そうと考えるのと同じぐらいに、その考えは有り得ない」

　徹頭徹尾、否定だけだった。

「いきなり何を言い出すのかと思ったら……そもそもどうしてそんな考えに行き着いたの？　あの男は清々しいまでにあなたのことしか見えていないと言うのに。ねえ、エミリー？」

「ええ、我が弟ながらお恥ずかしいのですが、あの子は本当にトリシア様のことしか見えていなくて……もしテオドア殿下からの口添えがなく、今回のご縁が頂けなかったら将来我が家がどうなっていたか、考えたくもありませんわ」

「そう言うことだから安心して。第一、サイラスはわたしの好みじゃない。その面でもわたしがあの男を好いているなんてことは有り得ないし、あの男もわたしと想い合っているなんて思われたら心外だと言うと思う。ずっとあなたという、想っている人がいたんだから」

　エミリーの淹れてくれたお茶を飲みながら、ルーシアは断言する。そのあまりの清々しさに、思わず驚いてしまう。

「で、では何故、ルーシアお姉様はサイラス様のネクタイを引っ張って……あの……」

「？」

「……っ顔を寄せ合わされたり、していたのですか……！」

　ぎゅっと自身の手を握って、トリシアは問いかける。

　ルーシアとの約束の日、庭で見かけた光景の理由をトリシアはサイラスに尋ねることはできなかった。言ったら、そのあと体調を崩した本当の理由に気付かれてしまうかもしれないと思ったから。

　姉の顔を見られなくて、視線は自然と、握り締められた自身の手を見つめる。

　けれどそのあとに返ってきたのはルーシアの言葉ではなく、静寂だった。

　トリシアはルーシアに回答を促すことはできず、そしてエミリーも、何も言わない。

　どれぐらいの時間が経ったかはわからないが、不安を感じ始めていたとき。

　口火を切ったのは、ルーシアの申し訳なさそうな声だった。

「……ええと……トリシア、ごめんね。わたしにはまったく記憶がなくて……それって一体いつの話……？」

「え？」

　一瞬トリシアは呆気に取られる。顔を上げるとルーシアは困ったように、首を傾げていた。

　ほの暗い感情が湧き上がったが、ルーシアは心底わからないような顔をしていたので、本当に記憶にはないようだ。

　トリシアは言葉を選びながら、口を開いた。

「その……体調を崩して駄目にしてしまったのですが、私とルーシアお姉様がお約束をしていた日、庭でお姉様とエミリー様、サイラス様が一緒にいらっしゃるのをお見かけしたのです。そこで、ルーシアお姉様がサイラス様のネクタイを引いて顔を寄せていらっしゃって、それがまるで……」

　――口付けをしているように見えました、と最後まで言葉にはならなかった。

「……あ！」

　最後まで口にする前に、ルーシアが思い出したように声を上げたのだ。

　トリシアが驚いて肩を揺らすと、姉は額を押さえながら口を開いた。

「その話を聞いて思い出した。あれ、そんなふうに見えたんだ……ごめん。……あのときはあなたたちが少しすれ違っているようだと聞いて、彼に少し釘を刺したところだったんだよね。だけど、その所為で結果的にトリシアを悲しませることになってしまって、迂闊な自分が恥ずかしい……」

　肩を竦めながら、しかしルーシアは誤魔化すでもなく、真っ直ぐにトリシアを見つめながら言葉を続ける。

「だけど、わたしに妹の夫を寝取る趣味はないし、わたしたちにそんな色っぽい関係は一切ない。それにその場にはエミリーもいたし……相手の実の姉を傍に置いて逢瀬をする趣味もないから」

「トリシア様、勘違いをさせてしまい、私からもお詫び申し上げます。わたくしはずっとこの方に仕えさせて頂いておりますが、ルーシア様と弟の間に色気のある関係があったことは、ございません。弟はずっとトリシア様を想っておりましたし、ルーシア様の好みだって年上で体は大きく、男気があって包容力のある殿方ですもの」

「エミリー！」

　エミリーは頭を下げて、予想外の爆弾を落としていく。慌てたようにルーシアが名前を呼んだけれど、すでにトリシアの耳はエミリーの言葉をすべて拾っていた。

　彼女の口振りでは、まるで実在の人物を抽象的に表現しているように聞こえる。

　ぱちくりと目を瞬かせてトリシアがルーシアを見ると、姉は珍しく顔を赤く染めていた。トリシアの視線に気付くと、気まずそうに持ち上げていたティーカップを口に運ぶ。

　そして一息付くと、ルーシアは改めてトリシアを見つめる。

「……当事者のわたしたちに言われても言い訳にしか聞こえないかもしれないけど……ごめんね、トリシア」

「い、いえ、ルーシアお姉様が嘘をお嫌いだと言うこと、私はよく存じています。ですから、それが真実なのだと思います。……私こそずっと勘違いしていて、ごめんなさい」

　ルーシアは眉を落としてトリシアを見つめてくる。トリシアが首を横に振って勘違いをしたことを詫びると、安堵したようにルーシアは微笑んだ。

　緊張感が薄らいだルーシアの部屋で、世間話を交えながらお茶を飲む。エミリーの淹れてくれた紅茶はとても美味しかった。

　そしてお腹も満たされ、話が盛り上がったころに、トリシアは先ほどからずっと気になっていた問いかけを姉にするべく、口を開いた。

「そう言えばルーシアお姉様、先ほどのエミリー様のお話なのですが……」

「エミリーの話？」

「ルーシアお姉様の好みの男性のお話です」

「……ッ」

　ルーシアは首を傾げたあと、トリシアの言葉に言葉を失ってしまったようだった。次第に姉の顔が赤く染まっていく。

　エミリーが話してくれた好みの男性の話。ルーシアのこの反応を見れば、姉に想う人がいることは予想ができる。

　このことをもっと早く知っていれば、きっとトリシアがサイラスと姉の仲を勘違いすることはなかっただろう。それぐらいに、ルーシアはエミリーの指し示した好みの男性の話に過敏に反応していた。

　姉が好きになる人とは、どんな人だろう。

　気になるあまりに話の続きを知りたくて、思わず目を輝かせてルーシアを見るが、話してくれる気はなさそうだ。代わりにエミリーを見たけれど――。

「わたくしもこれ以上は何も。そのようなお話を小耳に挟んだだけなのです」

　知っているけれど口を閉ざしたのか、それとも本当に知らないのか、どちらでも取れるような答えを口にして、エミリーはふんわりとした笑みを浮かべた。

　姉は言うつもりはなさそうだし、エミリーからも答えを得ることは難しそうだ。

「……今日のところは、これ以上は聞かないことに致します」

　考えた末に、トリシアは引くことを選択した。

　気になって仕方がないけれど、相手が男だったとしても引かず、口で負かそうとするルーシアにトリシアが口で勝てるはずがない。

　今までに浮いた話などなく、そんな姉が好意を寄せている男性がどんな人なのか、トリシアは気になって仕方がなかった。

　しかし、と思う。

　医務局に詰め、医師として活躍はしているが、ルーシアは二番目とは言え王女だ。相当な相手でなければその想いが報われない可能性の方が高いだろう。

　そしてルーシアは自分の気持ちを胸の奥底に閉まって、別れを選ぶだろうことは容易に想像できた。そのとき、仕事に走ることは目に見えている。

　エミリーがいるから限界を超えることはないだろうが、それでも必死に気持ちを押し殺す姉は見たくない。

「……ルーシアお姉様」

「トリシア？」

「何かあったら、話して下さいね。私は、ルーシアお姉様の味方ですから」

「あ、ありが、とう？」

　だから、もし姉が話をしてくれたときは、力になりたいとトリシアは思う。

　そして願わくば姉の恋が実りますようにと、心の中で祈った。
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　姉、ルーシアとのお茶の時間を楽しんだトリシアは、空の色が夕焼けに変わりそうなころ、姉の部屋を後にした。

　出されたお茶が美味しく、姉との会話が楽しかったあまりに、予定よりも長居してしまったのだ。

　勘違いが完全に解け、穏やかな気持ちで、トリシアは侍女と和やかに話をしながら廊下を進んでいく。

　その道筋は来たときとは、少し異なっていた。

　寄り道をすることは御者にも、屋敷で待っている執事にも伝えてあるが、ただでさえルーシアの部屋で長居をしてしまったので、あまり遅くになると皆を心配させてしまうだろう。

　ルーシアの部屋を出てしばらくすると、行きには通りがからなかった廊下へと出る。

　そして開け放たれた硝子扉の方へ向かっていくと、僅かに芳しい匂いが鼻を擽った。

　視界を埋め尽くすほどの鮮やかな色合いに、トリシアの目は釘付けになる。

　そして背後から覗き込んできた侍女もまた、わあ、と感嘆の声を上げた。

「とても綺麗な薔薇ですね」

「ええ」

　頷くと、彼女はうっとりしたように咲き誇る真っ赤な薔薇の庭園を見つめた。

　庭師が丹念に世話をした花々は、空が茜色に差し掛かろうとしている夕刻のこの時間でも美しい。朝摘みの薔薇は綺麗なのはもちろんのこと、とてもいい匂いをさせるけれど、この時間に見る花も情緒があるとトリシアは思う。

『こ、こまで連れてきてくれて、あり、がとう、えーと……』

『サイラス・ラザフォードと申します』

　脳裏に思い出された幼いころの記憶に、トリシアは目を細める。

　出会ったのは森の中だったけれど、彼の名前を知ったのはこの庭園だった。

　恋だと言うことを自覚したのは、そのあと彼との交流が深まってからだったが、間違いなくあのとき、トリシアはサイラスに恋をしたのだ。

　懐かしさを覚えながら庭園に降りていく。庭師はとうに引き上げているのか、人気ひとけはない。

　ドレスの裾を持ち上げながら、トリシアは薔薇の植えられた場所へと近付いていった。

　目を伏せ、顔を近付けると、朝摘みには劣るものの甘い芳香がする。

　――今度お願いしたら、朝摘みの薔薇を一輪、頂けないかしら……

　頬に掛かる後れ毛を耳に掛けながらトリシアがそんなことを考えていると、背後から人の声が聞こえてきて、彼女は顔を上げた。

　先ほどまで自分がいた廊下の方へ顔を向けると、付いてきてくれていた侍女が道を譲るように端に避け、頭を下げている。

「トリシア」

「テオドアお兄様！」

　やってきたその人の姿を見た瞬間、トリシアの表情が綻び、思わず駆け寄っていく。彼女と同じ髪の色と瞳の色を持った青年は、トリシアの兄・テオドアだった。

　兄の姿を見て安堵感を覚えたトリシアだったが、兄の後ろを付いてくる人の姿を目に留めて、とくりと胸を高鳴らせた。

　視線が自然と彼を追う。大好きな銀色が風に攫われて揺れた。

　見つめていたら、視線に気付かれてしまったようで彼の目がトリシアを捉え、そして次の瞬間、柔らかく細められた。

「……っ」

　トリシアの心臓の鼓動が早くなる。顔が熱くなってきて、慌てて視線を逸らし、テオドアを見つめた。

「お、お久しぶりです、お兄様」

「久しぶり。今日は……ああ、そう言えばルーシアとお茶会だったと聞いたな」

「はい。……先ほどまで、ルーシアお姉様とご一緒させて頂いていました」

「それはいい。今度は俺も誘ってくれ。フェリシアがまた帰ってきたときに、皆で茶会をしよう」

　兄の表情が綻ぶ。そして何かに気付いたように、テオドアは言葉を続けた。

「結婚して、少し雰囲気が変わったか、トリシア」

「そう、でしょうか」

「ああ。――サイラスと仲良くやっているようで、良かった。先日サイラスが血相を変えて、仕事が終わるなりすぐさま城を飛び出していったときは一体何事かと思ったが」

「殿下！」

　トリシアが何か言うよりも早く、サイラスがテオドアの言葉を遮るように彼を呼んだ。

　目を瞬かせてサイラスを見ると、彼は珍しく顔を赤く染めていた。

「フェリシアから、トリシアは結婚してから浮かない顔ばかりだと聞いていたから心配していた。だが、今の表情を見る限りだと、もう大丈夫だな」

　テオドアからの問いかけに、トリシアは一瞬サイラスを見て。

「……はいっ」

　笑みを浮かべて、頷いた。

「そうか」

　妹の返事にテオドアは驚いたように目を丸くして、それからそう言って手を伸ばす。トリシアの頭に乗せられた大きくて温かい手が、そっと頭を撫でた。

　もう子どもではないのだからと言いたかったけれど、心地良くて、トリシアは口を噤む。

「ルーシアとの茶会が終わったのなら、これから帰るのか？」

「ええと……あと少し、薔薇を見てから帰るつもりでいました」

「ああ、ならサイラス」

「はっ」

「今日の護衛の任を解く。このあとはトリシアの護衛をして、屋敷まで送り届けてくれ。サイラスもそのまま直帰で構わない」

　テオドアの言葉に、トリシアもサイラスも驚く。ふたりは固まって、先に我に返ったのはサイラスの方だった。

「っしかし……」

「これは命令じゃない。お前の幼馴染みで、トリシアの兄である俺からの頼みだ」

　テオドアは拳を作り、サイラスの胸元にこつんと当てながらそう言った。

「……そういう言い方は卑怯だよ」

「何とでも言え。ああ、それと婚礼祝いの休暇の件、少し先送りにしてもらっていたが、そろそろ予定が決まりそうだ。決まったらまた伝える」

　そう言い残すと、テオドアはサイラス以外の護衛を連れて踵を返し、去っていった。

「トリシア」

「っは、はい」

　テオドアが去っていき、その場に静寂が広がる。沈黙を先に破ったのはサイラスだった。

　トリシアは名前を呼ばれて慌てて返事をする。視界に手が差し伸べられるのが見えて顔を上げると、夫が照れたように目尻を僅かに赤くして、彼女を見つめていた。

　彼に見つめられると、自然に頬が熱くなってくる。どきどきしながら手を取ると、温もりがトリシアの手を包み込んだ。

「ルーシア様とのお茶会は楽しかった？」

「はい、とても」

　質問に頷くと、サイラスは微笑んでくれる。

　気付いたらその場にはトリシアとサイラスだけになっていた。トリシアに付いてきてくれた侍女は気付けば少し遠い場所で控えている。

「サイラス様」

「うん？」

「……覚えて、いらっしゃいますか。昔、迷子になった私を助けてくださったときのこと」

「覚えているよ。忘れたことなんてない」

　サイラスからの答えは早くに帰ってきた。彼は懐かしそうに目を細めて、トリシアを見つめる。

　繋がれていない方の手が伸びてきて、トリシアの頬をそっと撫でた。

「始め、どうして第三王女のあなたがあんなところにいるのかとひどく驚いた。あそこは騎士団が鍛錬のときぐらいしか使わないからね。昔のあなたはとてもお転婆だった」

　くすくすと笑うサイラスにトリシアの顔の温度が上がる。

「俺の顔を見て不安だった表情が安心に変わって、それでまた泣き出したあなたを見て、俺は立場が変わってもずっとこの人を守り続けていこうと決めたんだ。俺には姉がいたけど妹はいなかったから、妹のような存在で自分よりも弱いものを守るという使命感からそう考えたと思っていたけれど……それだけではなかったのかもしれないね」

「あ……」

　夕日の中に、サイラスの銀色の髪がきらきらと光る。顔を覗き込まれて、目が合った。綺麗だと見惚れていたら、どんどんサイラスの顔が近付いてきて、トリシアのくちびるを奪い、一瞬のあと離れていく。

　サイラスを見つめるトリシアの顔は、夕日にも、咲き誇る赤い薔薇にも負けず劣らずなぐらい真っ赤だった。

　そんな彼女をサイラスは愛おしいと言いたげな瞳で見つめる。繋いでいた指先を絡め、もう片方の手で彼女の髪を梳いた。その手付きは優しく、温かい。

「――トリシア」

　彼女の顔が落ち着きを取り戻し始めたころ、サイラスに名前を呼ばれた。

「屋敷にも、薔薇を植えようか」

　予想外の言葉にトリシアは丸くした碧眼を瞬かせ、サイラスを見上げる。

「少し殺風景だから、薔薇だけではなくて季節ごとに色んな花を植えた方がいいかな。庭が整ったら、一緒に庭を散策しよう」

　サイラスの言葉が、トリシアの脳裏に情景を浮かび上がらせる。

　美しい、色とりどりの薔薇の植えられた庭を、夫と一緒に散歩する。朝ならば、きっといい芳香がして、鼻も楽しませてくれることだろう。昼も夜も、それぞれに違う顔を見せてくれるだろうし、雨のあとの花も、きっと美しい。

　想像して、きらきらと目を輝かせたら、サイラスがクスリと笑った。髪を梳いていた指先がトリシアの頬をなぞる。

「早速カタログを取り寄せて、花の手配をしよう。種類と色はトリシアに任せるよ。――ああでも」

　そこで言葉を切ったサイラスに、トリシアは首を傾げる。

「赤い薔薇は俺が選びたい。あなたにその色を贈るのは、これから先は俺だけで在りたいんだ。だから例え庭に植えるためでも、トリシアには譲れない」

　トリシアは一瞬きょとんとした顔をして、それから意外な夫の独占欲に再び頬を赤く染めた。

　サイラスの顔が近付いてくる。一瞬身構えたけれど今度は口付けではなかった。こつんとサイラスとトリシアの額が触れ合う。

「愛してるよ、トリシア」

　至近距離で落ちてきた愛の囁きにトリシアの胸がいっそう高鳴った。

　誤解が解けてからと言うもの、彼はこうしてよく、好意を行動だけではなくて言葉でも伝えてくれる。不慣れなトリシアはいつもどきどきするけれど、嬉しいのも確かで。

　絡め取られた指先を、自分からもぎゅっと握り込む。

「……私も、愛しております、サイラス様」

　そう言って、トリシアはとても幸せそうにはにかんだ。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。











著者紹介






上原緒弥（かみはら・おみ）


静岡県出身。二〇一七年ごろからウェブにてオリジナル小説を公開。両片想いすれ違いを経たハッピーエンドがとても好き。年中通して温かい紅茶がお供。冬はミルクティーが美味しい季節です。Twitter：@omi_kmhr










©上原緒弥　　©森原八鹿　　発行／くるみ舎







item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		プロローグ



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		番外編













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/kurumi.jpg
BB





